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議 事 日 程 

平成２９年８月２９日（火）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問 
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開会 午前９時３０分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆様、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１３名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  順次発言を許します。質問者は質問者席

に登壇して質問を行ってください。 

  日本共産党の一般質問を行います。持ち

時間は質問及び答弁を合わせて５０分とし

ます。 

  高尾靖子議員を指名いたします。 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  おはようございます。 

  今議会の最初の質問になりますけれども、

最後の、議員として今期最後の一般質問に

なりますが、頑張っていきたいと思います。 

  日本共産党の高尾靖子でございます。 

  まず最初に、国では共謀罪や森友学園、

加計学園の問題などで混乱が起きておりま

す。本町でも環境を守る運動が行われてお

りますけれども、町として住民を守る立場

から、住民に沿った町政をお願いしたいと

思います。まず申し述べておきたいと思い

ます。 

  それではタウンミーティングについて１

番目、行います。 

  私のほうで、共産党のほうでタウンミー

ティングをぜひ実施してほしいいうことを

訴えてまいりました。町長はそのことを受

けてタウンミーティングを実施されたこと

は評価されるべきだと思います。お疲れさ

までございました。その中で、タウンミー

ティングを精力的に実施されたということ

で、ミーティングで得られた成果はどうだ

ったのか、その点についてお伺いいたしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  皆さん、おはようございます。 

  高尾議員のタウンミーティングについて

の御意見でございますけれども、６月の２

０日から７月の１５日まで約１カ月間、１

４カ所、タウンミーティングに寄せていた

だきました。大体１４カ所で３００人程度

ではなかったかなというように思っており

ます。 

  内容につきましては私のほうから４項目

にわたりましてお願いをしてまいりました。

その中でまず最初に申し上げておきたいの

は、ホームページに全てが載っております

ので、私の感想のみでどうか一つお答えよ

ろしくお願いしたいというように思います。 

  まず一番最初に地域づくり、地域防災に

ついてということで、まずテーマを上げさ

せていただきました。地域づくりにつきま

しては、あるいは地域防災につきましては

地域の皆さんでお願いをしたいということ

でお話をさせていただいたんですけれども、

なかなか皆さん御理解を、私としてはいた

だけなかったかなというふうには思ってお

ります。それぞれ地域の皆さん、地域のこ

とは地域でということでお願いに上がった

わけなんですけれども、皆さんからの声は

やはり地域づくりにつきましても地域防災

につきましても行政がまずリーダーシップ

をとってやるべきではないかというような

御意見がやはり多かったように私は見受け

ております。その中で、今後におきまして

も、私といたしましては、やはり地域のこ

とは地域、地域防災は地域ということで、
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できるだけ町民の皆さんに御理解を得られ

るように今後努力をしてまいりたいという

ことを感じたということでございますので、

よろしくお願いをしたいというように思い

ます。 

  余談でございますけれども、きょう５時

５８分か７分でしたか、北朝鮮からミサイ

ルが撃たれたということで、東北から北海

道におかれましてはそういういろいろな警

戒情報が流れておりました。この天災だけ

でなしに人災におきましても、これから先

におきましては地域防災についてしっかり

とやっていかなくてはならないということ

を痛感したところでございます。 

  次に学校、小中一貫、学校再配置という

ことで御意見をいただきたいということで

お話をさせていただきました。それぞれ意

見はさまざまございましたけれども、基本

的にはやはりタウンミーティングに来てい

ただいた方は高齢者の方が多かったように

思います。少子高齢化ということで、やは

り子どもさんの少ない中での御意見でござ

いましたので、それぞれ消極的な意見ある

いは献身的な意見、多々たくさんあったよ

うに思います。その中でやはりこれから先

の学校については小中一貫あるいは再配置

をしなくてはならないというような御意見

もいただきました。また地域によっては学

校がなくなると地域が衰退していくという

ような御意見もいただきました。その中で

私といたしましては、やはりこれから先、

学校の再配置あるいは小中一貫校につきま

してはやっぱりやるべきだということでお

話をしてまいりました。皆さんにおかれま

しては、まだ詳細にわたって提案をしてお

りませんので、もっと早く詳細にわたって

提案をしなさいということで御意見をいた

だいてまいりましたので、これから先、教

育大綱につきまして早速つくり上げて詳細

にわたって町民の皆さんに訴えてまいりた

いというふうに思っております。 

  その次には３番目にはダイオキシン、ご

めんなさい、ごみの有料化につきましてお

伺いをしたわけでございますけれども、こ

の点につきましてもまず反対意見としては、

有料化するまでにもっとやるべきことがあ

るんではないかというような御意見もいた

だきました。また反対にもう有料化しなさ

いという意見もいただきました。これはや

はりフィフティー・フィフティー、五分五

分の御意見があったように思います。この

点につきましては私といたしましては早急

に有料化をするという話ではございません。

しかしいずれ有料化に向かってやらなくて

はならないということを申し上げ、御理解

をいただこうということで話し合いをさせ

ていただいたということでございます。 

  次に４番目には農業の活性化、ブランド

化ということで、これは地域によって違い

ますけれども、当てはまる地域の皆さんに

いろいろとお話をさせていただきました。

すごく献身的に、今、前向きにやっておら

れる地域も１カ所だけございました。しか

し他の地域におきましては、皆さん方、俺

たちはもう高齢化してるんだと、そして農

業機械それぞれ今から買っても到底それの

償却ができないというようなお話がござい

まして、かなり消極的になっておられるな

というふうに私は見受けたところでござい

ます。がしかし、積極的にやられる方につ

きましては行政といたしましてもやはり一

生懸命に、これから先、努力をして指導あ

るいはそれなりの援助をしてまいりたいと

いうふうに感じたところでございます。 

  その他の件につきましては時間がござい

ましたのでお話をお伺いしましたけれども、

皆さんも御承知のとおりあとはダイオキシ

ン問題だけでございました。何もございま
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せんでした。ダイオキシンにつきましては

皆さんそれぞれ、地域の皆さんは地域でお

願いしたいというお話をさせていただきま

したけれども、全地域が反対でした。二、

三でしたか、２カ所ぐらいでしたか、その

問題につきましては全く反対だという御意

見はなかったんですけれども、あとの地域

につきましては全部反対だということを伺

いました。私といたしましてもこれだけ反

対をされて、そしてこれから先このダイオ

キシン処理に向かって進まなくてはならな

いということにつきまして、これは大変だ

という思いで帰ってきたというところでご

ざいます。 

  私の感想としては以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  詳しく述べていただきましてありがとう

ございます。私もできる限り参加してきた

つもりでございまして、いろいろ聞いてま

いりましたけれども、やはりこれは町とし

てどれだけ今後皆さんの思いを分析して意

見をまとめてその要望に応えていけるかど

うかが一つかかってくる、町政にもかかっ

てくると思いますので、ぜひ丁寧に対応し

て進めていっていただきたいと思います。 

  それでは次にいきます。 

  教育問題、小中一貫教育についてでござ

います。小中一貫教育についてはタウンミ

ーティングでテーマに上げられていました

けども、これをまた私のほうから質問とし

て取り上げておりますので、先ほど言われ

ましたように賛否両論がありました。一貫

教育には見通しとして四、五年かかるとの

お話もありました。私はこれまで小中一貫

教育、学校統廃合については児童、生徒、

ＰＴＡ、ＰＴＡには先生方も入っておりま

すが、地域の将来がかかるメリット・デメ

リットという課題があると思うんですけれ

ども、メリットはどうかということですが、

デメリットのほうがやはり住民にとっては

大きいと思います。学校統廃合で教職員削

減や学校維持運営費が削減され児童数をふ

やしていくということにならないか、詰め

込みにならないか、また今より教育状況も

悪くすることにならないか、子どもが成長

していく場所、地域壊し・町壊しにならな

いか、いろいろ先ほども出ておりましたけ

れども、こうした問題点について答申を踏

まえて時間をかけて納得のいく説明が必要

と思いますけれども、その点どうお考えな

のか、再度教育長のほうからお願いしたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  おはようございます。 

  ただいま、高尾議員のほうから御質問い

ただきました。小中一貫あるいは学校再配

置についてはデメリットがあるのではない

かということの御質問でございました。こ

れまでいろいろ答申、提言を幾度となくい

ただいてまいりました。その中にはやはり、

大きな背景の中には一つ、子どもたちが非

常に減少していくと、子どもたちが少なく

なっていくと。一番ピークであったころよ

り約４分の１ぐらいに今は減ってしまって

いると。そして学校が、学年、今まででし

たら２学級、３学級が普通でありましたけ

れども、学年１学級、いわゆる単学級にな

っていくと。その中で子どもたちの人間関

係が固着化していく、あるいは複数体制で

の指導が困難ということがいろいろ言われ

ております。また、教員のほうにおきまし

ても多様な指導方法が、相談してやるとい

うよりも個人が、１学級でありますので、
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特に小学校ではそういうことが難しくなる

というふうなことで、それから教員１人に

当たる公務の増大というのも出てくるとい

うことでございます。 

  それからもう１点は児童生徒の発達の早

期化というのがございます。なかなか今ま

で、小学校は６年間、中学校は３年間とい

うことで区切っておりましたけれども、小

学校の五、六年生からもやはり中学校のそ

ういうふうな専門教科の指導が必要ではな

いかというふうな意見も出てまいりました。

そして国のほうでも学校教育法の改正がご

ざいまして、義務教育の目的、目標の設定

の新設がなされてまいりまして、９年間を

見通して指導するというふうな体制が、さ

まざまな、先ほど申しました内容を踏まえ

た上で学校教育法の改正がなされたという

ふうに私は認識しております。しかしそう

いうことの中で議員御指摘の小中一貫教育

や学校再配置で教職員の削減や学校維持運

営費などの削減などについての教育状況を

悪くするという指摘は私は当たらないので

はないかというふうに思っています。教育

委員会としては子どもたちの育ちを少しで

もよくしていこうというふうに、今、小中

一貫教育並びに学校再配置を考えておりま

すので、その辺ぜひ御理解いただけました

らありがたいと思っています。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  この件についてはまだ具体的にどの方法

で進めていくかまだ決まっていないようで

すので、慎重に時間をかけていくことが求

められますので、その点よろしくお願いい

たします。 

  あと、町長が４月の運営方針で述べられ

ておりました、教育日本一を目指すと、教

育、小中一貫教育については教育力日本一

を目指す取り組みの一つとして検討すると

いうふうにおっしゃってるんですが、その

ことで教育委員会としてはどのように受け

とめておられるのか、簡単に、手短にお願

いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  昨年度、総合教育会議において町長のほ

うから教育力日本一を目指そうというふう

な大きな目標をいただきました。教育委員

会としましてはそのあたりを具体化するべ

く平成２９年度から考えてまいりました。

特に教育指針の中に知・徳・体のバランス

のとれた教育を重点目標として、学校教育

では学力向上プランを作成し、子どもたち

の学力を醸成するとともに、先生方の授業

力あるいは指導力の向上を目指すというの

が１点、それから小中学校では情報化に伴

いＩＴＣを活用した授業を促進したいと。

それから来年度から始まる道徳が教科にな

りますけれども、そのような徳育をしっか

りと位置づけてやっていきたいと。その他、

子どもたちの体力の充実を図るために各学

校で取り組んでおります体力向上プランを

推進していくなど、そういうふうなことを

しっかり取り上げながら着実に地道に取り

上げてまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  これは時間がかかることだと思います。

これについてもやはり丁寧に進めていくこ

とは期待しておりますので、その点、教育

日本一ぜひ目指して頑張っていただきたい

と思うんですけど、その中で今、議会のほ
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うからも教育委員会の構成について訴えて

きたんですけれども、教育委員の人員構成

というのは考えておられるのかどうかお聞

きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  教育委員さんの人員構成につきましては、

今、教育長とお話をしながら、皆さんの御

期待に沿えるようにふやしてまいりたいと

いうに考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  ぜひ、教育日本一を目指す町としてこの

辺を積極的に進めていっておられるという

ふうに捉えて進めていっていただきたいと

思います。 

  次にいきます。 

  就学援助の準要保護世帯への入学準備金

の増額など、国対策で前年度に支給が可能

となる通達があったと思います。あったは

ずです。それで教育委員会としてこれをど

う捉えておられるのか、どう進めたいとい

うことなのかお聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  おはようございます。 

  今、御質問のありました件でございます

けれども、平成２９年３月３１日付で文部

科学省のほうから、平成２９年度要保護児

童生徒援助費補助金について通知がござい

まして、要保護児童生徒援助費補助金及び

特別支援教育就学援助費補助金交付要綱が

改正されましたと。内容につきましては小

学校へ入学開始前にも支給をすることがで

き、それが補助対象になるということでご

ざいまして、また国庫補助金の単価につき

ましても倍増されたというような通知がき

ております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  町にとって、全国、これ訴えてきたこと

でありまして、就学援助制度前倒しでやは

りこれを進めていくいうことが、今、全国

の自治体で起こっております。現在４月時

点ですけど１５８の自治体が就学援助制度

の充実ということで子育て支援の充実のた

めに前倒しで支給する企画が出されており

まして、この豊能町でもそういうことをこ

の機会にぜひしていただきたいというふう

に思うんですけれども、その計画はあるの

かどうかお伺いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  要保護・準要保護児童生徒の就学援助に

つきましては文部科学省のほうから通知が

来ましたので、小学校入学する年度の開始

前に支給を行う方法で方向で検討していっ

てるとこでございます。ただ、今検討して

いる段階でございますけれども、今の段階

でも急な転出、例えば３月に支給を決定し

て支給した後に転出した児童についてその

まま国庫補助金がもらえるのであろうかと

か、反対に転入ですね、急にされた転入者

について、例えば３月３１日に転入された

ら当然もう支給ができないので、それをど

のように扱うか、そのときにはまた前年度

所得が６月以降と６月以前で見る年度が違

うというようなこともございますので、い

ろいろなまだ検討課題があるなというとこ
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ろで、今どのようにやっていこうかという

ことを教育委員内部で考えているところで

ございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  そういうことは今実施されているところ

でも考えておられるんじゃないかと思いま

すけども、国ではそういうことの指導はし

てないんですか。通達の中にはそういうこ

とは入ってなかったんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  ３月にきました通達の中で、一応いろい

ろ要綱等を読んで今勉強しておる最中なん

でございますけれども、今言いましたよう

な懸念についてまだちょっと払拭されてい

るようなところがございませんし、先進事

例をいろいろ調査しておるところでござい

ますけれども、近隣ではやっていこうとい

うような方針を出されているところはござ

いますけれども、まだそこも具体的に決ま

っていないというような状況ですので、い

ましばらく検討させていただきたいと思い

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  近隣では箕面市が今検討中いうことで聞

いておりますけれども、やはりこれも教育

日本一にかかわってくる問題だと思います

ので、検討を前向きに、実施に向けて進め

ていっていただきたいと思います。 

  では次にいきます。 

  暮らしと福祉の問題についてでございま

す。国は来年度から国民健康保険は都道府

県化にしていきます。医療費抑制が目的で

す。国に従い維新政府は来年度市町村に対

し国保制度の統一化を進めていきます。統

一保険率・統一減免制度を採用しない市町

村にはペナルティを課すことも示唆してい

ることは言語道断です。国会では国保広域

化の審議の中で厚生大臣が保険料を納めや

すい環境を整えるというふうに答弁してい

ます。真逆のやり方ではないでしょうか。

国保統一化は現時点ではやめるべきと思い

ますけれども、町はどのように受けとめて

おられるのかお伺いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  国保が都道府県化されます大きな目的の

一つには、全国的に赤字体質が続く財政基

盤を強化するという目的がございます。運

営主体を来年度平成３０年度からは市町村

から都道府県に移し、大阪府が財政運営の

責任主体となって進めることになっている

ものと認識してございます。大阪府で一つ

の国保となるものでございますので、府内

のどこに住んでいても、同じ所得、同じ世

帯構成であれば同じ保険料額となるよう、

府内全体で被保険者の受益と負担の公平化

を図るべきであると大阪府も述べておりま

す。このことは本町も同じ認識をしている

ものでございます。したがいましてそうい

う意味からも府内で統一保険料率それから

統一減免制度、これを採用するのが基本だ

と考えてございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  今述べられましたけれども、保険料の決

定は各市町村にあるということが言われて

おります。医療費を抑え健康に暮らす町民
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が多い自治体、この豊能町は特に高齢者の

方がお元気で頑張っておられます。その努

力が無視されるということになりはしない

か。保険料が大幅に統一化で上がることに

なっております。先日、第３回の保険料の

仮試算が出ましたが、本町の実際の１人当

たり、世帯当たりの保険料額との比較、試

算結果と情報提供の公表を求めたいと思い

ますけれども、その点お伺いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  仮試算につきましては、去る２月に新た

に充当される公費等を除いた形で、現行の

場合と府内で統一した場合との比較が各市

町村でできるようにと、ごくごく粗い試算

で仮試算されましたが、近々に、私どもの

情報では９月中には国が用意しております

公費拡充等も含めた形でもう少し現実味の

ある仮試算について大阪府より示される予

定となってございます。本日、その仮試算

の保険料につきましては持ち合わせており

ませんが、９月上旬以降に大阪府より開示

されるものと思ってございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  仮試算が出ましたらぜひ公開、公開とい

いますか議会にも示していただき、負担が

抑えられているかどうかですね。やはり今、

国保の問題、介護保険の問題、しんどい、

苦しくなったという方が多くおられます。

保険料水準を統一化するという、４月の実

施を、来年の４月の実施を表明しているん

ですけれども、しかし４府県にとどまって

います、この実施については。多くの都道

府県が慎重な態度であります。拙速に実施

すべきではないと思っております。問題と

しては国保の負担増、対象外しのないよう

に、また町の独自施策、保険料率や減免制

度、法定外繰入を認めること、また精神障

害者や難病患者への拡充等、国や府へ申し

入れていくべきだと思います。この点につ

いて今の町の皆さんの考え方、私もこの間

アンケートをとってまいりましたけれども、

こういった中身の問題は随分多く含まれて

おります。２００通以上のアンケートの回

答がありまして、高齢者の方の苦しくなっ

た保険料のことも含めて今後は不安だと、

そういうことが随分多く書かれてありまし

た。この点についてぜひとも住民の気持ち

に沿ったことで丁寧に、今言いましたよう

なことを国や府に申し入れるべきだと思っ

ておりますが、その点についてお考えをお

願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  ４点ほどの御質問だったと思ってござい

ます。 

  まず国保の負担増ということでございま

すが、これにつきましては先ほども答弁を

させていただきましたが、今までの各市町

村単位であった国保が大阪府に移り一元化

され、大阪府が一つの国保となるものでご

ざいますので、府内で統一保険料率、統一

減免制度とされる予定となっております。

現在の豊能町の税率ではなく、新たな税率

等になるものでございます。ですので被保

険者お一人お一人によりまして負担増にな

る場合や、また逆に負担減となる場合も出

てくるものと認識をしているところでござ

います。なお負担増になった場合につきま

しては６年間にわたって激変緩和措置を大

阪府は用意をしているというところでござ
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います。 

  次に対象外しについてでございますが、

減免の対象のことをおっしゃっておられる

のだと思っております。現在もでございま

すが、本町も含めまして府内のほとんどの

市町村におきましては災害減免など国の軽

減措置の規定どおりで運用しておりますの

で、都道府県化になりましても対象が変更

となるというものではございませんので、

本町におきましては広域化に伴います対象

外しはないものと思ってございます。 

  続きまして独自施策ということでござい

ますが、これにつきましても府内のほとん

どの市町村、特に町村は１０町村全て独自

施策は現在のところも行っておりませんの

で、統一化されましてもそれを外すとかい

うことにはなってこないと思ってございま

す。 

  最後に精神障害者それから難病患者への

拡充等大阪府への申し入れというようなこ

とだったと思います。大阪府による福祉医

療制度、この見直しが今行われております

が、今までも本町はこの大阪府の医療制度、

これをその制度どおりに運用を行ってまい

りました。今回大阪府はその制度の持続安

定のために老人医療を見直しして障害者医

療と統合する案を示しております。これに

つきましては大阪府によりまして府内の関

係団体への調整も今進められているところ

とお伺いをしております。本町といたしま

してもこれまでとおり新たに拡充される大

阪府の制度にのっとって運用してまいりた

いと考えております。 

  なお、府への申し入れということでござ

いますが、今後運用していく中で課題等が

あれば府内市町村と連携をしてその必要に

応じて町村会を通じて大阪府等に要望を行

ってまいりたいと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  課題があれば今後、町村と手を合わせて

申し入れを行うとおっしゃっておりますが、

その点十分丁寧に対応していっていただき

たいと思います。 

  そして今先ほど統合されたら負担増を、

激変緩和を７年、六、七年続けるというこ

とですけども、その後は増大になっていく

いう方向なんですね。この点についてはし

っかりと見ていきたいと思いますけれども、

増大にはならないように、どんどん高齢化

は進んでいってます。厳しい条件が突きつ

けられることになると豊能町としては本当

にますます寂しい町政になっていくと思い

ますので、この点丁寧にして進めてもらい

たいと思いますのでお願いします。 

  次に介護保険の要支援１・２の方で生活

機能低下が見られる方、また援助を受けた

い方、どのようにしたら援助を受けること

ができるのかなど支援体制、効果的かつ効

率的にサービスの提供の周知徹底はなされ

ているのかどうかについてお聞きいたしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  議員御承知のとおり、ことし４月から介

護予防それから日常生活総合支援事業につ

きましては本町でもスタートをさせていた

だいております。周知徹底ということでご

ざいますが、まず本事業を始めるに当たり

まして昨年１２月から住民向け総合事業説

明会、それから町内及び周辺事業所のケア

マネジャーに対する説明会、さらには民生

委員の方々、介護者家族の会の方々などに

も説明会を実施させていただき、あわせま
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して町報への掲載や住民向けチラシを町報

と同時に配布するなどいたしまして、住民

の方々への広く周知を行ってまいりました。

本町といたしまして開始から約５カ月適正

に御利用いただいているものと思っており

ますが、今後も引き続きその制度の周知に

ついては広報誌やケアマネジャーなど関係

機関等を通じましてさらに周知してまいり

たいと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  介護保険は保険料の支払いはがっちりと

とっておられるということですよね、天引

きで。それなのに給付はどんどん削減され

ています。国の問題なんですけれども、厚

労省のデータには要介護認定率の低下、保

険料の上昇抑制、給付費の低下を示してい

ます、この間。軽度の要支援から全て保険

給付の対象にするなど制度発足時の姿に戻

すべきではないかと私はずっと介護保険に

ついては言ってまいりました。軽度の要支

援から全て保険給付の対象にするなど制度

が本当に厳しくなっているということとで

すね。６５歳以上の方を対象にした基本チ

ェックリストという用紙が保健センター内

の包括支援センターに置かれているという

ことでございますが、それを活用されて適

切な介護予防がなされてきているのか、ま

た利用者数は本当にきちっとそういうこと

を求めてきておられるのか、その点の人数

確認などわかれば、今無理でしたら後ほど

でいいですので、その点の提出をお願いし

たいと思いますがいかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  総合事業につきましては、以前の介護保

険の要支援１・２だけではなしに、議員も

御承知のとおりチェックリストでひっかか

ったといいますか、チェックリストにより

事業対象者というのを抽出いたしまして、

その方々も介護保険制度の中で対応させて

いただくというようなことになってござい

まして、現時点ではその事業対象者の数に

ついては４名でございまして、そのうちボ

ランティアの事業でなさっておられる方々

が、済みません、４名ということになって

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  豊能町は介護保険を使わずに、今先ほど

も言いましたけど、お元気な高齢者が大勢

おられます。その分介護保険給付費準備基

金が２８年度決算で２億5,４９８万2,００

０円積み立てられております。団塊の世代

の介護医療費に充てるという答弁が以前あ

りました。第７期保険料は抑制すべきだと

思います。次のあれですね。お考えについ

てお聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  第７期の介護保険の事業計画、たった今

作成をしているところでございます。先般

アンケートも終わりましてその事業料とい

いますかサービス料の計算を今後、国のス

キームに従いまして進めていくというよう

な段階でございますので、その上で豊能町

に介護事業といいますか介護サービスの必

要量を計算をいたしまして、それにかかる

経費、それを被保険者で割っていくという

ような作業をさせていただきますので、そ
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の段階で第７期の介護保険料が上がるのか

下がるのかというのは今のところまだ見通

しが立ってございませんので、またその試

算が出てまいりましてからまた検討を進め

ていきたいと思っておりますが、介護保険

料といいますか介護サービスは確実に給付

費が上がっているというふうな状況の中で、

なかなか下げるというようなことには至ら

ないのではないかと今考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  少なくとも上げることは考えずに今現在

の時点を確保する、下げることは今困難か

もしれませんとおっしゃったんですけれど

も、介護保険を上げないいう方向をやはり

打ち出してもらいたいと思います。これだ

け、２億5,４９８万円の積み立てがあるい

うことはほかの自治体では余り見られない。

そういう状態で誇れる、高齢者の方がやは

り頑張っておられるというこれは証しであ

りますので、その点について負担増になら

ないようにぜひ考えていただきたいと思い

ます。 

  次にいきます。 

  ときわ台駅のバリアフリー化、エレベー

ターの設置整備をするというふうに聞いて

おりますけれども、早期実現については能

勢電への要請はどういうふうに交渉されて

きておられるのかお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ときわ台駅のバリアフリー化でございま

す。能勢電とは平成３０年度にバリアフリ

ー化の工事を行うという予定で話を進めて

おりまして、まずは今年度、当初予算を認

めていただきましたら実施設計を行ってい

ただくということでやっております。この

実施設計、工事もそうですが、施主は鉄道

の施設であるということから能勢電が施主

ということになるものでございます。費用

の負担につきましては、エレベーターの設

置とかそういう工事関係、バリアフリーの

工事関係は豊能町が補助金という格好で負

担をする。それから車椅子対応の改札機の

改修など、こういうものについては能勢電

が負担をするということで調整をしている

ということで、今のところ今年度設計、来

年度工事ということで話を進めております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  これは待ちに待ったことでございまして、

前から駅の構内でけがされる、階段おりて

けがされてる方を聞いておりましたので、

これ早期実現に向けてどんどんと進めてい

っていただきたい、早期に実現の方向で見

守っていきたいと思いますのでよろしくお

願いいたします。 

  次にいきます。 

  公園の水道が閉められずに水が出たまま

になっていることがあるんです。水の安

心・安全な供給、維持管理に関して節水の

ため公園の水道蛇口をばね式に変えるとい

うことを勧めますが、そのお考えについて

お聞きいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  豊能町におきましては町内の公園４３公

園ございます。そのうちの１４カ所に水道

施設を設置しておりまして、そのうちごく

限られた公園でございますけれども水道蛇

口の閉め忘れとか、それからいたずらかも
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しれないですけれども、こういったことで

水の出しっ放しというのが確認をしている

ところでございます。お尋ねのとおり節水

というふうなことから蛇口をばね式に変え

ていきたいというふうには以前から思って

おりまして、町内４３公園中の３公園では

もう既に蛇口にばね式のものが設置されて

おります。そのほかの公園につきまして水

の連続使用というのを何回か確認されてい

るところについてはばね式を採用するよう

に変更を検討してまいりたいというふうに

考えています。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  丁寧に点検して、水道もそうですけれど

も公園の遊具も老朽化してるとかそういう

ことも含めて点検していただき改善してい

ただきたいと思いますのでよろしくお願い

いたします。 

  次にまちづくりについてお伺いします。

人と自然を結ぶまちづくりに右近の郷と戸

知山を活用したグリーンツーリズムの計画

を求めたいんですけれども、これは前から

も申し述べてきたことですけれども、右近

の郷が、右近が福者になって世界的にも有

名になった、そういうふうなことからやは

り高山にも見学者が訪れる。しかしそれだ

けで済まなくて、豊能町のよいところを見

ていただく、よいところをふやしていく、

見るところをふやしていくということに関

してはやはり宿泊施設も必要かと思います

し、その点についてこういう右近の郷や戸

知山を活用したグリーンツーリズムの計画

をということで、お願いじゃなくて求めて

いるんですけれども、その点についてお伺

いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  本町における観光振興につきましては、

豊能町農×観光戦略推進室計画、これを策

定して農業と観光を組み合わせた、戦略的

に推進する方向で進めているところでござ

います。観光資源といたしましては初谷渓

谷、それから妙見山を初めとする豊かな自

然環境や高山右近生誕地の高山や石仏など

の歴史的資源が上げられるところでござい

ます。これらに加えまして昨今のグリーン

ツーリズムへの関心の高まりなどを受けま

して、本町の農空間全体を貴重な観光資源

として活用しまして観光の活性化を図って

いくことが重要と考えています。こうした

ことを本格化させるために受け入れ体制を

整備するということで基本構想の策定に着

手したところでございます。ただ、グリー

ンツーリズムを推進していくためには道の

駅とか右近の郷が拠点として役割を担うこ

とになるというふうに考えておりますけれ

ども、具体策については今後の進捗状況を

見きわめつつ、農×観光戦略の計画に基づ

いて進めてまいりたいというふうに考えて

います。 

  それと戸知山でございますけれども、戸

知山の活用につきましては現段階では白紙

の状態でございます。今後の利用状況に応

じて検討していきたいというふうに考えて

います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  中山間地の難しいところではありますけ

れども、自然に恵まれたこの豊能町をぜひ

まちづくりに生かすいう意味で、右近の郷、

右近の生誕地いうのは、本当にこういうこ
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とがあってよかったなというふうに思うわ

けですけれど、豊能町に住んでよかったと

言われるようなそういうまちづくりが本当

に求められていると思いますので、これか

らも住み続けられるまちづくり、そしてこ

うした魅力あるまちづくりにぜひ、今、農

空間の観光ということでおっしゃいました

けれども、それをぜひ積極的に進めて豊能

町の活性化につなげていっていただきたい、

そのように思います。ぜひ頑張っていただ

きたいと思いますし、この点については私

どもも応援していきたいと思いますのでよ

ろしくお願いいたします。 

  あと、地産地消の拡充については今も道

の駅の拡充に関してもおっしゃいましたの

でこれはちょっと省きます。 

  次に森林整備について。森林の育成、山

崩れ防止のための間伐作業が求められてい

るんですけれども、その取り組みの計画に

ついてお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。手短にお願いします。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  森林整備につきましては木材価格の低迷、

非常に安くなっている、それと高齢化が進

んでいるということから民間レベルの間伐

の作業というのは全く進んでいない、十分

に進んでいないということでございます。

こうした状況の中でかねてより町が主体と

なって予算の範囲内で間伐を進めてきたと

ころでございます。現在は平成２８年度よ

り５カ年計画で国の美しい森林づくり基盤

整備事業、こういったものを活用しまして、

間伐を中心とした整備事業を展開している

ところでございます。今後も木材価格や後

継者問題が改善されることは厳しい状況で

すので、町が主体となって森林整備を進め

てまいりたいというふうに考えています。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で日本共産党の一般質問を終わりま

す。 

  この際、暫時休憩いたします。再開は１

０時３０分とします。再開は放送をもって

お知らせいたします。 

（午前１０時２１分 休憩） 

（午前１０時３０分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、とよの維新の一般質問を行います。

持ち時間は質問及び答弁を合わせて１００

分とします。 

  小寺正人議員を指名いたします。 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  とよの維新、小寺正人でございます。 

  世の中がＡＩ、人工知能とロボット化の

進展によって今後１０年から２０年の間に

現在ある職種の約半分が消滅するという予

測があります。さらにＩＯＴ、物のインタ

ーネット、これの急激な発展によって第４

次産業革命が起こるとも言われています。

この近未来の時代を我々は生きていくとい

うことになります。このような中で大阪万

博２０２５が誘致が今、国策として行われ

ております。実現の可能性も非常に高いと

いう話です。なぜかというとパリが２０２

４年オリンピック、それから２０２５年万

博と両方立候補してまして、２０２４年の

パリとロサンゼルスが競り合っている、ロ

サンゼルスが手をおろしたと。そうすると

自動的にパリが２０２４年のオリンピック

を開催すると。続けて万博はできないだろ

うと。そうすると大阪が決まるのではない

かという夢のような話でございます。この

大阪万博２０２５年は未来社会の到来を告

げるものとなる可能性が大であります。経
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済効果は1.９兆円と試算されています。大

阪が発展する起爆剤となる可能性、これを

期待大でございます。大阪の発展が周辺都

市の発展につながり、そして豊能町の発展

につながっていくものと思います。世の中

がすごいスピードで変化することに誰も異

論を唱える人はいないと思います。豊能町

の町政も世の中の早い動きに乗りおくれな

いようにかじ取りをする必要があると感じ

ております。 

  それで今回は通告しました逆の順番でや

らせていただきたいと思います。いつも後

ろに残ってしまいますので後ろからやりた

いと思います。 

  自治体クラウドの共同化ということが大

阪府下初めて、千早赤阪村、河南町、豊能

町、府下３町村が自治体クラウド共同化に

一歩踏み出しました。その経緯、内容、今

後の見通しをお知らせください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  これまでこの自治体クラウドにつきまし

ては議会のほうに詳細に御説明をしてきた

というふうには思っております。大阪府が

平成２７年度に自治体クラウド検討会とい

うものを立ち上げまして、特に早期の導入

を検討している小規模の自治体、例えばう

ちのようなところですが、そういうところ

については円滑な導入を進めていくという

ことで支援をしていただいてきました。大

阪府のお声がけによりまして、今、議員の

おっしゃった千早赤阪村、河南町、豊能町

の２町１村で一緒にやっていこうというこ

とになったということでございました。導

入によりましてこれからコストの削減、こ

れはもとよりでございますけども、業務の

共同化とか標準化、これができますので、

業務の負担、職員の負担の軽減、これが見

込まれるということで大いに期待をしてい

るところでございます。今後のこともお尋

ねでございますが、今後につきましてはま

ずは２町１村３団体だけでございますけど

も、大阪府が今、ほかの団体にもお声かけ

をなさっておられまして、ほかの市町村の

参加も募りまして、その割り勘効果といい

ますか、そういうものを得まして、さらな

るコスト削減に努めてまいりたい、それを

見込んでいるというところでございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  そもそも自治体クラウドの共同化をなぜ

やるかと。先ほどおっしゃいました意味も

当然あるわけですけれど、人、物、金、こ

ういう技術に対応できる人材が不足してく

る。それと技術の進歩がかなり早いスピー

ドで動いていくと。それに自治体の職員が

対応できるかというと非常に難しい。それ

でこれを切り抜けるためにサービスの共同

調達という方法で切り抜けると、これが求

められているわけです。クラウドの共同化

は物の高い安いじゃなしにサービスを共同

調達することが主目的であって、付随的に

物品の共同調達も可能となるという、悪い

話は一つもないわけです。人というところ

なんですけど、情報処理の技術の進歩がめ

ちゃくちゃ早いわけですね。システムの変

更が頻繁にあると。可変性に対してその人

材を十分に確保・育成できないというこの

問題も解決しないしていかないといけない。

そしてその専門集団にそれをやってもらう

と、次の世代に技術移転が困難になるとこ

ろを変えていこうという、そういう意味合

いもあるんですよね。金は当然財源不足を

補うというところがあるので、そういう話

を前提に、豊能町の今、この部門に配属さ
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れてる職員が毎年担当が変わっていると、

これ非常に問題があると何度も指摘してる

と思うんですけど、専門性を必要とされて

いる部署にアマチュアがついてるというの

はもう改めていかないといけないと。専門

性を有する職員を初めから確保できないん

だったら任期付職員を雇うとか、それから

一般から公募して経験のある人を雇うとか

しないと、もうこれ、このジレンマから抜

け切れないんですね。そういうことを考え

てはどうかという提案なんですけどいかが

でしょう。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  小寺議員から以前から同じ御提案を頂戴

をしております。このたび自治体クラウド

を導入するということで、まさしく小寺議

員のおっしゃったとおりパッケージシステ

ムを使うということで、三つの町村が一つ

の技術を使うということですから、技術の

交流といいますか知識の交流、こういうこ

ともできるので職員の負担は減っていくだ

ろうというふうには思っております。ただ、

その専門家がいないというところはそれは

もう御指摘のとおりでございます。この点

は我々も弱点かなというふうに考えており

ますけども、今回の自治体クラウドの導入

によりましてそれは一部軽減できるという

か解決できるというような考え方は持って

いるというところでございます。ただ、そ

の任期付職員とか経験者の雇用、これにつ

いて完全に否定をしているというわけでは

ございませんでして、これについては必要

に応じて検討はしていかなければならない

というふうに思っておりますが、ただ、悲

しいかな小さい組織ということでございま

して、それに特化した職員というのを雇用

して、また人事異動も全くなくてずっと定

年までそのままというようなこと、これは

ちょっとしんどいかもわからへんと、人事

の管理上でございますけども、それはちょ

っとしんどいかなというような思いも持っ

ておりまして、よくよく検討した上でそう

いう人材を育成する、人材を採用するとい

うことを進めてまいりたいというふうに考

えます。 

○副議長（高橋充德君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  何度も言って恐縮ですけど、物の調達を

するのではなくてサービスの調達、サービ

ス調達ですよね。その答えだけくださいと

いう、物はいいですと、答えだけください。

それに対してお金払います。サービス調達

にシフトしていかないといけないと。事務

の軽減から当然それはあるんだけど、本当

は住民にそのサービスを提供していかない

といけないと、そういう時代に入る。だか

らコンビニ決済とかいろいろなことが考え

られると思いますけど、そういうふうに考

えられる人材を早く育てないといけないと

私はこのように思います。 

  もう次に移ります。 

  次は幼稚園と保育所の民営化、これは１

年かけて何度もやらせていただきました。

大阪市が５歳児の教育無償化に踏み切りま

したね、去年の４月に。ことしかな、４歳

児の無償化に踏み切るということです。大

阪市はその財源どこからそれ入れるのとい

うと、３％のシーリングを行ったと。一律

に予算を３％削減してそこから５８億円か

な、何か財源を生み出して、その中で２５

億円、５歳児で２５億円、４歳児でやっぱ

り２５億円の財源を引き出して４歳児の教

育無償化に踏み切ったと、こういうことで

す。一方守口市が今年度４月からゼロ歳児
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から５歳児まで所得制限なし、これで保育

料完全無償化に踏み切りました。この件で

自治体やマスコミから守口市に視察が急増

しているということだそうです。当然のこ

とながら近隣自治体の住民からも問い合わ

せが多いということです。だから今まさに

パラダイムシフトが起ころうとしてるわけ

ですよね。パラダイムシフトとは思考や概

念、規範や価値観が枠組みごと移り変わっ

ていくということです。今まで官尊民卑で

やってこられたかもしれませんけど、今ま

さに民のほうが人気があるんです。はっき

りと守口市に視察に行ったら、もう名前を、

建物はそのままで名前を民にしたら園児が

集まってくる、そういう状態らしいです。

それはもう間違いのない話だとはっきりと

担当者が言ってます。守口市というのはこ

れは教育、さっき教育長がお話しされてた

と思いますけど、大阪府下で初めて義務教

育学校というのをつくったんですよね。そ

れ何ですのと聞いたら、今、小学校・中学

校を分けませんよと、１年生、２年生、３

年生、４年生、５年生、６年生、７年生、

８年生、９年生、これでやります。これが

義務教育学校、こういうふうに言うんだそ

うです。それ専用の学校を建てて、すごい

もう、どこへ来たかなというぐらいの学校、

すごいことになっています。守口市は平成

１３年度保育所の民営化にもう踏み切って

るんですよね。半分ぐらい民営化したとか

おっしゃってました。その実績から、やっ

ても必ず成功するという確信を持ってやっ

てると、８園ある保育所や幼稚園を５園を

民営化して３園だけは公立で残すと。保育

所・幼稚園の建物そのままでも民の名前を

つけただけで生徒はふえるということをも

う言い切ってるんです。民間のほうが市民

の評価が高いともう言い切ってるんですよ。

豊能町は何度も私、提案してるんですけど

かたくなに公立運営を守ってきたとしか思

えないわけです。昨年来、保育所民営、幼

稚園の民営化すれば新しい財源が生まれる

っていうことを一般質問の場で主張してき

たわけですよね。平成２７年度実績で現在

豊能町の保育所・幼稚園・こども園、この

３園の事業費が年間３億5,０００万円かか

っていると。これが完全民営だったら幾ら

でできたかといったら9,０００万円ですと。

そういう答弁を去年の６月議会でいただい

た。そうしたら差引２億6,０００万円の財

源が捻出できるという論法なんですよ。こ

の財源を使えば、現在保護者から負担して

いただいている保育料5,６００万円、これ

なしでもやっていけるわけです。完全無償

化ができるということですけど、それは可

能か不可能か、一応、教育長どうですか。

この論法は間違ってますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  幼稚園・保育所の民営化並びに無償化と

いう御質問でございます。これまで何度か

本会議でも御質問がございました。いわゆ

る新制度におけるそういう制度を使ってや

れば、いわゆる大幅な予算削減ができ、無

償化ができるんではないかいう論法ですけ

れども、一つの論法としてはあり得る話か

なというふうに思っております。ただ、現

実として果たしてその論法が現実化できる

のかなというふうには私ども思っておりま

す。それはどういうことかと申しますと、

いわゆる今言われてました守口市、大阪市、

これは大都市に近い、ほとんど大都市とい

うところでやられておられます。ここでは

民間の事業者が当然複数あってやっておら

れます。ただし大都市以外のいわゆる我々
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郡部のほうの自治体においては果たして民

営化できる可能性があるのかというふうな

ことも我々調べてまいりました。その中で

はやはり一つ大きなポイントとしては子ど

もの数がどれだけあるかと、それがどれだ

けふえているか減っているか、あるいは一

定しているかと。それから民間の中にその

自治体の中に民間の企業が既にあるかどう

かというふうのことが非常に大きなポイン

トかなというふうに思っております。我々

としましても平成２０年に調査したところ、

豊能町で民間参入をお願いをしたいという

ことであったんですけれども、そのときに

も民間参入の調査したところゼロであった

という回答を聞いております。そのときに

既に乳幼児は６７０人ほどおりましたけど

も、現在２９年３月末では４１７人という

ことで非常に減っていると。今現在、保育

士の養成がなかなかままならない、不足と

いう状況の中で果たして民間参入が果たし

てあるのかどうかと。そしてそれが例え民

間参入ができたとしてもそれが将来的に安

定的にその民間が利潤を出してできるのか

ということも慎重に考えなければならない

ということから、論法としては一定あると

思っておりますけれども現実問題として果

たして豊能町に合うかどうかについては十

分検討しなければならないというふうに考

えています。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  生徒が減るっていうか、それはその枠組

みを豊能町の枠組みで考えるからそうなる

わけ。私立は別によそから取りに行っても

いいわけですよ。だから取りに行けばいい

わけ。箕面へ行ってもいいし川西へ行って

もいいんですよ。能勢へ行っても構わない

わけやから。それは民間がそれをできると

思うところが参入してくるわけです。それ

とこんだけ、２億6,０００万円も差額があ

るんだったら、それはある程度豊能町とし

てもそれを潰すことは利益がないわけやか

ら、それはある程度一定応援してやらない

といけないと私はそう思いいますよ。他の

市町村から若い世代を呼べとあちこちでみ

んな言ってるわけ。これで呼べばいいんじ

ゃないですかね。これで守口市は今、応能

負担だから一番高い毎月６万4,０００円と

いう方がおられるわけです。段階的に保育

料下がってくるわけやけどね。よそから移

ってくる人っていうのはどんな人かといっ

たら、一番たくさん払ってる方が移ってく

るんですよ。だって６万4,０００円掛ける

１２、これだけ払わなくていいわけやから、

そうしたらそれ貯金できるね、何できるね

ということになるわけですよ。だから一番

利益を得る人が移ってくるんです。それが

豊能町が一番欲しい世代、世帯じゃないん

ですか。担税力のしっかりある人が移って

くると。それが当然世の中の倣いじゃない

ですか。だからそれを思い切ってやってみ

たらいいと思うんですよ。もう民営化とい

うのは時代の流れなんですよ。どこも考え

ている。大阪市だって民営化しようと思っ

たら議会が反対してできないんですね。仕

方なしに財源を、シーリングをやったり何

とかしてそれでもやってるんですよ。これ

はもう明らかに民営化したらできるじゃな

いですか。論法としてはできるっておっし

ゃったんやからできるはずなんです。それ

をできるように考えるのが皆さん職員の仕

事なんです。だから守口は担当者を企画か

ら連れてきてるんですよ。私ごっつい嫌わ

れてますねんと、あっちにもこっちにも嫌

われてると、せやけどやらないかんという

使命でやってると言ってはるわけです。そ
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れぐらい、嫌われるぐらいなことをやらん

とそんな世の中変わらないんですよ。豊能

町は嫌われるからやらないんですか。そん

なことないでしょ。どうですか教育長。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  我々としましても子育ての機関拠点とし

ての幼稚園・保育所があるというふうに理

解をしております。民間の業者については

当然民間の利潤を追求してやっていって、

なおかつそこに努力を重ねていろいろな教

育内容を充実させるというふうに考えてお

ります。しかし今、今までのさまざまな条

件を勘案してみますと、果たして今、小寺

議員がおっしゃった内容を全てクリアして

なおかつ安定的に将来にわたってできるか

というと、なかなかそこは難しい。これは

我々は単独に判断しているわけではなくて、

さまざまな学識経験者の意見を聞いたり、

あるいは他の市町村の内容を十分精査した

上で判断しておるとこでございますので、

決して我々としては勝手に判断をしてこう

いう回答をしているということではござい

ません。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  今のその教育長の考え方では、バスに乗

りおくれるという言葉があるけれど、必ず

バスに乗りおくれてゴーストタウン化を早

めると私はそう思います。ぜひ早く検討し

て、可能か不可能か、やり方はやり方で考

えたらいいと思いますよ。半分だけ民営化

して半分は公立でやってみる、そういう方

法もあるから、いろいろ検討してみられる

ことを希望します。 

  それで次に上水道ですね。大阪府広域水

道企業団に移行する過程にあると、まだ決

まってはいないという話でした。企業団か

ら職員を招いていろいろ精査していると。

問題は池田市の古江浄水場に事業委託をし

てると。事業委託かな、それとも共同でや

ってんですか。どちらですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  お答えいたします。 

  浄水の事務処理委託でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  これも物を買うんじゃなしにサービスを

買うという考えに徹したらどうですかね。

大阪府営企業水、大阪府営水、あれはもう

全く卸売で買ってるんですよね。蛇口でひ

ねって出てきたものだけ買ってると。今の

池田水と呼ばれるその古江の浄水場の、毎

年のように5,０００万円や１億円やいって、

毎年あれ修繕費を要求されてるんですよね。

プラス水道代１立米何ぼでしたっけ、６０

円ぐらいでしたっけ、払ってるんですよ。

だからもう明らかに大阪府営水のほうが安

いんです。今までその管が細くてそれがで

きないと言い切ってたわけですよ。ところ

がこの前それはもう可能ですという話に変

わったはずですよ。だったらもう一刻も早

くそういう方向にやっていくべきやと思い

ますがいかが思いますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  今、小寺議員の御質問でございますが、
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企業団水一本にしたらどうかという御意見

でございますが、それにつきましては危機

管理の観点からやはり十分に検討が必要だ

というふうに考えております。といいます

のは、池田市からの受水を廃止しますと町

内全域企業団水のみの１系統になります。

もしそのとき事故等、災害等によりまして

企業団水からの受水管に何らかの支障が起

きた場合、町内全域が断水するということ

になります。しかしながら池田市からの受

水を継続しておりますと西地区は配水可能

となりますし、またその水を使って東地区

での給水活動も可能となってまいります。

このように危機管理の観点から考えますと

１系統よりも２系統で受水したほうがより

安全で安定した配水ができますので、先ほ

ども申しましたとおり、危機管理の観点を

踏まえて十分検討をしていく必要があると

いうふうに考えております。 

○副議長（高橋充德君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  おそれがあるという話ですけど、まだ多

分、多分ですよ、一度もそういうことは起

こってないと思うんですけど。実際に企業

水だけで１００％やってるところが大阪府

下幾つもあるわけです。そんなことが起こ

ったっていう話は多分ないと思うんですよ。

だからそのおそれがあるというその言葉で

逃げてるとしか僕は思えないわけですよ。

もう今やそれをやってのけないと、決断せ

んとあかんわけでしょう。大阪企業団に統

合するときにどうするか迫られてるはずで

すよ。選択を。ここでもう一遍に選択して

うみを出してしまうんだったら出してしま

ったほうがいいと思いますよ。あの引当金、

あれ何で引当、毎年5,０００万円とか6,０

００万円とか7,０００万円とか出してるお

金は、あれはどういう勘定科目に入ってお

るんですかね。費用で入ってるんですか。

資産ですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  お答えします。 

  まず最初のほうの質問でございまして、

ほかのところでも企業団水でやってるとこ

ろあるということでございますが、例えば

堺市につきましては１００％企業団水を受

水しております。しかしながら堺市の場合

３系統の導水経路がございます。その３系

統がそれぞれ横でつながっております。で

すから１系統がだめになっても他の２系統

で堺市の給水を賄えるというような状況を

つくられております。ただ豊能町の場合は

先ほど申しましたように企業団水にします

と茨木から１本の導水管ということになり

ますので、もしそれがだめになると豊能町

の中で断水が起こると。ほかの市は、堺市

だけではございませんで、ほかの市におき

ましても２系統あるいは自前で浄水場を持

っているところがございますので、もし何

らか企業団水がだめになった場合でも市域、

町内、町域全域が断水になるようなことが

ないような処置を各市町でとられていると

いうのが現状でございます。 

  それと後半の質問で5,０００万円という

ことでございますが、池田市の建設改良負

担金、これにつきましてはその年度年度に

よって金額が確かに違いがございます。1,

０００万円程度のときもあれば１億円の負

担金をお支払いしているときもございます。

それにつきましては４条予算で建設改良費

の中で支出をしてるということでございま

す。資産になっているのは、要するに固定

資産に振替しますので、固定資産で、３条

予算ですね、毎年固定資産、減価償却費と
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いう形で３条で予算化、予算で支払いをし

ているということでございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  また決算委員会で、またそれは詳しく聞

くいうことにしましょう。 

  公共下水道、豊能町は９9.何％か、ほと

んど１００％近い公共下水道になってるん

ですよね、ほぼ。一体この下水はどのよう

に流れているかと、私も聞いてびっくりし

たんですけど、あれは自然流水で流してる

と。勾配をそんなにつけずにゆっくり流し

ていると。ところがやっぱりゆっくり流れ

ててもだんだん、だんだんと地中深く入っ

ていくので、ある程度のところまでくると

一旦ポンプで下水を持ち上げてまたゆっく

り流すと。のこぎりの刃のように流してい

ると、そういうことですね。自然流水です。

だから実際に要るのはマンホールポンプだ

けですね。あとはどこへ流れるかというと、

大阪府が大きな下水管を国道に持ってるの

かな。そこへ流すまでの仕事ですよね。下

水というのは。じゃないですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  下水道でございますけども、流域幹線が

上がってきております。西地区につきまし

ては光風台の信号ですね。あのあたりまで

上がってきてまして、そこに豊能町内の領

域の幹線があります。東地区につきまして

も切畑口の交差点まで流域の管が上がって

きております。それに各家庭から出た下水

をつなぐということでございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  そこまでが仕事ですね、豊能町の。あと

は原田下水処理場で委託でやってもらって

る、そういうことですよね。そうすると下

水の処理は豊能町の中ではやっていないと。

そこへ流すだけ流したら終わり。そういう

ことですね。ほか何かやってますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  流したら終わりということにはなろうか

と思います。豊能町の中にもときわ台のポ

ンプ場という中継ポンプ場がございまして、

あのときわ台等から、各家庭から出た排水

が一旦そこへ集まりまして、そこでポンプ

アップをして下水の管に流しているという

ことでございます。ただ、豊能町の中では

そうでございますが、その下水道管を通っ

て流れた汚水につきましては原田処理場で、

豊能町だけでなくて川西市や豊中市、伊丹

とか、それの下水道も一緒にそこに集まり

ますので、そこで処理をしていただいてい

ます。その処理にかかる維持管理経費です

とか施設の改良経費、これにつきましては

豊能町のほうで負担をしてるというところ

でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  これが企業団に移った場合にその下水を

引き取ってもらえない。それが今４人いて

はるんですかね。全員は、その４人でそれ、

職員がね、それは企業団には移れないです

ね、下水、そういうことですね。それはま

あ。だからこれも技術をつないでいく人が、

その技術を教えていかないと技術はつなが

らないわけです。だから今何が起こってる

のかというと、大阪狭山市なんか一括民営

委託やってる。ゼロにはできない。しかし
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ながらそれでやってると。それを国が国土

交通省が後押しをしていると。もう先端を

いってるらしい。だから大阪狭山市誇りや

って、こう言ってますよ。すごいことやっ

とんねんなと。そこまでやるかという、そ

れぐらいのことをやっているので、豊能町

も官民連携事業ＰＰＰ、パブリック・プラ

イベート・パートナーシップやね。これを

もう積極活用して、そういうことを民でで

きることはもう民に任せるという大胆な行

政改革を行わないと、豊能町の組織は多分

もたないです。そう思いますのでぜひそう

いうことを検討していただきたいと思いま

す。 

  それでもう一つ、国から平成３０年度ま

でにその下水道というのを公営企業会計に

移行するように促されてると、こう聞いて

るんですがそれは事実ですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  下水道事業の公営企業会計の適用につき

ましては、平成２７年１月２７日付の総務

大臣通知の中のロードマップにおきまして、

人口３万人以上の団体については平成３２

年４月までに公営企業会計への移行を要請

されておりますのは事実でございます。た

だ、本町におきましては人口が３万人未満

であることから、必ずしも公営企業会計に

移行しなければならないということではご

ざいません。 

○副議長（高橋充德君） 

  小寺正人議員。もう少し大きな声で。 

○７番（小寺正人君） 

  必ずしもやる必要はないけれど、やって

もいいんですよね。もうあれでしょう、公

会計、今、研修なさってると思うけど、平

成３０年、来年度から公会計も発生主義、

複式簿記、これを取り入れないといけない

んやから、そこだけ昔のままで残してたっ

て意味ないですよ。やればいいんじゃない

ですか、それ。水道もやってることだし。

どうですかね。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  小寺議員おっしゃいますように、確かに

公営企業会計に移行しますと経営状況がわ

かりやすくなるとか、計画性や透明性もあ

り住民の理解が得られやすいというふうに

は一般的に言われております。ただ、移行

に当たりましては会計システムのイニシャ

ルコストやランニングコストが必要となっ

てくること、また減価償却費も計上され会

計上の支出もふえることとなります。それ

らは全て使用料、下水道使用料に上乗せと

なるため、料金の改定も必要になってくる

と考えられますので、当分の間、豊能町に

おきましては公営企業会計に移行する予定

はございません。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  会計上の利益、損益というのはもうかっ

てるかもうかってないと、一つの指標だけ

ども、本当にもうかってるかもうかってな

いかはキャッシュフローがふえてるかふえ

てないかです。純資産がふえてるかふえて

ないかがもうかってるかもうかってないか

の判断基準です。だから見かけ上赤字出て

くる。これは一遍出してみたらそうなのか

もしれないし、一遍やってみる価値はある

と思いますけど。 

  次に移ります。 

  少子高齢化、これはどことも言ってるわ
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けですよね。日本国中どこでも言ってます。

豊能町の少子化、これはもっと特殊なあれ

ですね。合計特殊出生率、これが0.８２。

５年前は0.７９だったかな、７８だったか

な。その５年前は1.００。今現在、板橋区

だったかな、0.８１に続いて全国ワースト

２と、こうなってるわけです。１８歳から

４９歳、子どもを産むことができる女性が

一体何人産んでいるかという、0.８２人と

いうことは、男の人、女の人２人から0.８

２人しか生まれないというとんでもない状

況になってるわけです。それ東京２３区が

ずらずらと並ぶんですけど、その中に豊能

町がばんと入っているわけです。とっても

豊能町が東京２３区とは何か似つかないと

ころに入ってるんだなと思うわけですけど、

これの解決を考えないと、豊能町の少子高

齢化をどんなことを言っても解決しないで

すよ。ここにこれを変えるためにどうした

らいいのかというのを次々に職員の皆さん

が考えることによって次々にそのアイデア

が出てくるものと僕は思うわけですよ。こ

れを変える。だからどうしたらそれが変え

ることができるのか。豊能町の持ち家比率

が９6.５％。あと3.５％しか賃貸がないと、

こういうことですよね。そこに若者が、賃

貸のところに入れる人は入ったらいいんで

すけど、入れない人が家を買って入れるか

いうと難しいですよ。人口っていうのはど

うなってるかいったら、大体１８歳、１６

歳ぐらいからかな、どんどん若者が流出し

ていくと、その市内、町内からね。他市町

村に出ていくと。これはもう全国そうなっ

てるわけです。それで戻ってくるんですよ

ね。戻ってくるのが二十四、五歳ぐらいか

ら３５歳ぐらいのとこでリバウンドするん

ですね。ここを狙わないと少子化が解決で

きないということです。何で２４から３５

のところでリバウンドするのか考えてみな

いといけないですよね。これは当然就職す

るために戻ってくるとかほかの人が入って

くるとか、それから結婚して入ってくると

か、家族がふえたから広い家を求めて入っ

てくるとか、そういうきっかけがあるわけ

です。その３５を超えるともう一定になる

わけです。もう動けへんわけです。だった

ら動く２４から３５のこの世代を引きつけ

ないといけないわけです。どないして引き

つけるのいったってもう賃貸住宅建てるし

かないじゃないですか。これで引きつけれ

ば。それとさっき言ってる保育料無償化、

所得制限なしでやったら高い人ほど入って

きますよ。そうしたら少しずつ改善するの

ではないか。これは仮定ですけどね。そう

いう成功事例を探さんとあかんですよ。

我々も佐賀県みやき町というとこが成功し

てるから行ってきましたよ。もう鼻高々で

すわ。町長みずから出てきて一問一答でや

りましょうかいって視察受けてくれました

よ。わざわざ、三つの支所があんのやけど、

支所までわざわざ本庁からやってきて我ら

のために話ししてくれました。だからそう

いうところをもっと検討しないといけない

と思いますがいかがですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  小寺議員のおっしゃるとおりのことを

我々の前提として住宅の多様化計画をつく

ろうとしました。賃貸住宅がない、少ない、

集合住宅もほとんどない、戸建住宅しかな

いということが若者流出の原因、転入を阻

害している原因ではないかということで住

宅の多様化計画をつくろうとしたんです。

ところがそのおっしゃるその集合住宅、賃

貸住宅、これが不足しているのかというと、

確かに豊能町にはないんだけども、豊能町
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の周りにたくさんあると。しかも便利なと

ころ、鉄道の駅の近くたくさんあると。そ

れが全部埋まっているかというとそうでも

ないというようなことで、プロの目で、不

動産業者も初めそういう経営コンサルタン

トの目も含めていろいろお聞きしたところ、

豊能町にそういう住宅を多様化して集合住

宅、賃貸住宅をつくってもニーズはないと、

少ないというような結論が出たということ

で、３月議会でも住宅の多様化計画をお示

ししましたが、結局は豊能町の売りは住ま

い方の多様化、これであろうというような

ことで、それを訴えていきたいというふう

な結論に至っているというところです。確

かに小寺議員のおっしゃるとおりのことを、

我々もそれを仮定して、私もそう思い込ん

でとりかかったけども、結果はそうではな

かったということでした。 

○副議長（高橋充德君） 

  小寺正人議員。 

○７番（小寺正人君） 

  だからここで施策が要るわけですやん。

さっきも言ったように、何度も言ってるよ

うに。こういう保育料完全無償化にする。

それから例えば高等学校、これも私の学校

でないとだめと思うけどね。公立だったら

池田からぐるっと回って来なあかん。そん

なばかなことはしないから、県境を越えて

も入ってこれるような私立の高等学校を何

とか誘致できへんかと、そういうことをま

ず考えてやね、できるかできへんかはやっ

てみないとわからないけど、困難なことは

わかります。だから泥をかぶってもやる人

がおらんと絶対できんということを聞いて

きました。でもやろうと思ったらできます

と言ってくれましたけどね。とにかく我々

も土地も探したんです。そしたら市街化区

域、市街化調整区域はもう決まってしまっ

て大阪府は変えないと。市街化区域はふや

さないと言い切ってるわけですよ。ほな市

街化調整区域に家建てれますかいと、建て

れないじゃないですか。ほなら、いや建て

れますよって言うんですよ、大阪府の職員

が。どないして建てるのいうたら、地区計

画立ててくださいと。地区計画ほなどない

したらいいのいうたら、5,０００平米の土

地、一団の土地の所有者がオーケーと言っ

たら建てて結構です。ところがその地区計

画を立てるに当たって、そういう場所が豊

能町にあんのというとないんですよね、探

したら。ないんです。ここで諦めたらあき

ませんよ。何か手だてはあるだろうと。公

共用地があるではないかと。公共用地。学

校の統廃合して公共用地を生み出したらい

いわけ。できるはずです。公共用地でもこ

こに民、目を入れなあかん。ＰＦＩ、プラ

イベート・ファイナンス・イニシアチブと、

こういう方法を使えば民が必ずファイナン

スが民ですよ。事業者が民ですわ。その人

たちは採算が合えへんとこは絶対やりませ

ん。だってお金貸してる銀行がお金返って

けえへんかったらあかんから厳しい目で見

るらしいです。その事業者ももうかれへん

かったら自分は倒産するわけや。厳しい目

で見て、どこだったらできる、ここだった

らできるというところを開けてやればでき

るはずなんで、それを今、これ内閣府がた

だでコンサルいうんですか、あれやってく

れるそうですね、今。申請したらいいんで

す。ただでやってくれる。全額、１００％

やってくれるらしいです。そういう制度が

あるんだそうです。それでとにかくやって

みたらどうですか。僕が思うにやっぱり一

番いいとこっていったら吉川中学校のあそ

こを開けて、ここをどのように使いますか

と聞いてみたらいいわけです。それで聞い

てみてあかんよって言われたら諦めるしか

ないじゃないですか。民の目ですわ、民の
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目。民の目が確かなんですよ。もうかれへ

んかったら自分ら損するから、絶対にでき

へんとこではうんとは言いません。 

  以上、時間がたちました。終わりにしま

す。よろしくお願いします。ありがとうご

ざいました。 

○副議長（高橋充德君） 

  次に、寺脇直子議員を指名いたします。 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  １番・とよの維新、寺脇直子です。議長

より御指名をいただきましたので一般質問

をします。 

  まずはダイオキシン問題について。９月

で町長が当選されてから約１年経過します

が、町民の皆様は一日も早くダイオキシン

を処理してほしいと願っています。現在、

ダイオキシンの処理に必要な日数や工程表

について決まったことと進捗状況について

お伺いいたします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  現在、ダイオキシンの処理につきまして

は、フレコンパック３１８袋、それからド

ラム缶に６本に入りました廃棄物の処理に

つきましては、まずその処理場所、これを

先に決めることになるというふうに考えて

います。現在その場所を決定するために自

治会の役員さんとか土地の所有者とお会い

しまして、現在の保管の状況とか埋め立て

可能なダイオキシン類濃度であることなど

をお伝えして理解を求めています。そして

処分候補地の住民の方にも理解を得ること

を行っているところでございます。必要な

日数や工程表につきましても、まず場所が

決まらないと仕様書の作成とか業者に具体

的な話もできないということから、処分場

所を決めることが最優先であるというふう

に考えているところでございまして、処理、

処分場所の候補地の選定とか、場所が決定

した場合、議員の皆様の協力もよろしくお

願いしたいというふうに考えているところ

でございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  まずは処理場所を決めないと次のステッ

プに進めないということなんですけれども、

やはり処理場所を決めるに当たっても処理

方法であったりとかやはりそういったこと

を丁寧に説明しないと、やっぱり処理場所

の住民の皆さんは納得していただけないと

思うんです。なのでその処理場所を決めて

から処理の方法を決めるのじゃなくって、

処理の方法を、こういうふうに処理します

と、それで住民の皆さんに説明するという

ことがないと、ただ処理させてくださいと

いうことでやっててもなかなか、結局１年

何も前に進まなくて、それで時間も有限だ

と思います。豊能町っていうのは人口減少

も進んでますし、他市から魅力のある町だ

と思ってもらうためにはやはりこういう風

評被害が続いている、ダイオキシンという

のは本当に一日も早く住民の皆様のために

もやはり解決するために、行政も含めて前

に進んでいかないといけないと思うんです

けども、場所を決めないと次のステップに

進めないということではなくて、処理方法

を住民の皆さんに、コストも含めて説明す

るということはどのようにお考えなのでし

ょうか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 
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  寺脇議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  寺脇議員がおっしゃってるとおりでござ

いまして、地域の皆さんにはそれなりに説

明を責任を果たしながら前に進めてるとい

うことでございます。大阪府の環境課長と

もどもに精いっぱい努力をしてる。今、寺

脇議員が申されました１年、１年なんてあ

っという間ですよ。ダイオキシンがスター

トしてから２０年超えるんです。その間に

まだ行われてないということも理解をして

いただきながら、議員の皆さんももう少し

努力をしていただきたいいうように思いま

す。住民の皆さんから、私、先ほどお答え

させていただきましたとおりに皆反対でご

ざいます。その中で努力をしてるというこ

とだけは御理解をいただきたいいうように

思っておりますので、よろしくお願い申し

上げます。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  町長が今おっしゃったように、なかなか

各自治会、地域においてもダイオキシンを

みずから引き受けたいという地域ってなか

なかないと思うんですけれども、やはり順

序立てて、処理方法も含めて、保管期限、

余野の保管期限もあと１年と迫ってますの

で、このまままた１年、２年、５年、そこ

の双葉保育所に置いておくというわけには

いかないと思います。ですので順序立てて

丁寧に、まずは処理方法も明確にして進め

ていってほしいというふうに思いますので

よろしくお願いします。 

  それでは次の質問に移ります。 

  太陽光発電の条例について。太陽光発電

については固定価格買取制度により普及拡

大が図られる一方で、防災・環境上の懸念

等をめぐり地域住民との関係が悪化するな

どの問題が発生しています。太陽光発電の

適切な事業実施には地域住民との適切なコ

ミュニケーションが不可欠であり、ＦＩＴ

法の事業計画認定に当たっては自治体に事

前に相談の上で地域の住民に説明をするこ

とを遵守事項とするとともに、事業者が住

民理解を得るように努める必要があります。

６月議会で太陽光発電の条例について質問

しましたが、現在、太陽光発電の条例策定

の進捗状況についてお伺いいたします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  ６月議会におきましてもお答えさせても

らったのは、その必要性も含めて検討させ

ていただきたいというふうなことで御答弁

申し上げたところでございまして、繰り返

しになりますけれども、太陽光発電に関す

る何らかの条例、ガイドライン、こういっ

た要綱につきましては、都道府県が策定し

ている場合、それと市町村が策定している

場合といったことが混在しているというふ

うに理解をしているところでございます。

またその内容が盛り込まれている分類につ

きましても、自然環境の保全条例、環境保

全条例、景観条例、土地開発に係る条例、

太陽光発電設備の設置に関する条例、ガイ

ドライン、要綱によるものとさまざまな形

態がございます。今後新たに町内に設置さ

れる発電施設に対しましては、まずは電気

事業者による再生可能エネルギー、電気の

調達に関する特別措置法、ＦＩＴ法、こう

いった法律、それから施行令等、同規則、

資源エネルギー庁が作成しました事業計画

策定ガイドラインなどを設置者が遵守する

というふうに理解をしているところでござ

います。お尋ねの、本町において新たな条
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例等を作成について、現在予定はございま

せん。なお、引き続き全国にさまざまな条

例等の設置状況があることも鑑みながら、

必要に応じて大阪府を初め他府県、市町村

に照会等を行い、情報収集に努めてまいり

たいというふうに考えています。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  必要に応じて検討したいということなん

ですけれども、太陽光発電施設の設置にか

かわるトラブル状況っていうのは大阪府内

で４３市町村のうち平成２７年度そして２

８年度の２年で１１市町村、１５件のトラ

ブル事例がありました。住民が土砂流出、

反射光、景観への影響に対する懸念を訴え

た事案等で関係法令の規制対象とならない

ものもありますが、この中での問題が最後

まで長引いているのが本町であります。条

例は必要があれば設置ということなんです

けれども、太陽光発電については法令等の

事前確認、事業計画の認定というのは申請

時点で関係法令等の相談手続中であっても

取得が可能であり、その後完了確認という

のは行われていません。認定を許可条件と

する法令等を除き、相談及び手続が完了し

た旨の報告を事業者に対して義務づけるな

ど、認定前に法令等の遵守を確認の上で対

応することが求められます。不適切案件に

関しては、遵守事項、推奨事項にかかわら

ず事業者に適切な指導を行い、地域でのト

ラブルへ対応することと住民理解に資する

認定情報の公表、住民が設置場所の特定が

できるように配慮する必要があります。太

陽光発電の地域との共生には地域住民との

適切なコミュニケーションが最も重要です。

本町においても今後事業者への適切な是正

指導を行い、住民の皆様の生命の安全・安

心の確保に努めていく必要があります。太

陽光発電の条例策定というのは必要なこと

ですので、早急に進めることを要望します。 

  それでは次の質問に移ります。 

  防災無線の運用マニュアルについて。本

町においては来年の４月より防災無線の運

用が始まります。けさ、北朝鮮からミサイ

ルの発射もありましたけれども、運用に当

たり来年の３月までに防災無線をどのよう

に運用するのか。運用マニュアルを作成す

る必要がありますが、進捗状況についてお

伺いいたします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  防災行政無線の運用でございますけれど

も、マニュアルという格好でつくるわけで

ございますが、名前は規程と書きますが、

運用の規程という格好でつくっていきたい

というふうに思っております。スケジュー

ルにつきましてはあくまで予定でございま

すけども、年内１１月、１２月にはそれを

策定いたしまして２月には広報をいたした

いというふうに思っております。広報はホ

ームページとか広報「とよの」を通じて行

うわけでございますけども、よく３月には

チラシを全戸配布もしたいというふうに考

えております。中身につきましては気象の

情報、大雨・暴風とか警報とかのこういう

ことですね。それから災害の際の情報、避

難勧告でございますとか避難指示。それか

ら地震に対しては緊急地震速報、これも流

していきたいと思っております。また、今、

ミサイル等の話も出ておりますが、国民保

護に係るテロとかミサイルの情報、それか

不審者が出たとき等の防犯の情報、これも

流したいと思っております、あとは選挙な

どのそういう行政の情報、投票に行きまし
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ょうという呼びかけですとか、それから役

場と支所ででなっております定時のメロデ

ィ、これも流したいと思っております。そ

れから地域のお祭りのお知らせであります

とか学校の運動会のお知らせなど、そうい

うコミュニティに関する情報、できればそ

ういうものも流したいと。ただスピーカー、

屋外スピーカーの御近所は非常に大音量と

いうことでございますので、御了解が得ら

れたらということでそういう平時の運用は

決めてまいりたいというふうに思っており

ます。 

○副議長（高橋充德君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  本町においてもようやく防災無線が新た

に設置されるということで、今後どのよう

に運用していくのかということは自治会の

皆様であったり住民の皆様に周知すること

も当然必要になりますし、コンタクトをと

りながら運用していくことになると思うの

ですけれども、例えば箕面市では平成２３

年度から防災行政無線を運用していますが、

災害時に住民への周知という観点から、防

災行政無線、コミュニティＦＭ、広報車な

どの聴覚情報、市民安全メール、ホームペ

ージ、市民安全ツイッター、エリアメール

等の視覚情報を複合的に利用し、市民に公

表することを地域防災計画に記載していま

す。また箕面市は地域防災の中核になる小

学校ごとの地区防災委員会を設置され、地

区防災委員会には学校の校長、教頭、そし

て箕面市の職員、自治会、ＰＴＡ、老人ク

ラブ、民生委員、住民の皆さんが参加する

地区防災委員会を設置して、安否の確認で

あったり安否情報というものを地区防災委

員会に報告することになっています。また

避難所には名簿を備えつけ、みんなで手分

けして安否確認を行うシステムを運用して

います。時間外に災害が起こったことも想

定し、その地域に住む職員の割り当ても行

い、例えば箕面市庁舎から離れている止々

呂美地区では災害時は職員を育成し権限を

与えると、このような対応をしております。

また本町と同じような人口規模の島本町は、

人口約３万人なんですけれども、防災無線

の運用については先ほどおっしゃったよう

な規程というものをつくって、それに沿っ

て防災無線を運用しています。今後、本町

においても防災無線を運用するに当たりど

のように運用していくのかという運用マニ

ュアルを作成し、住民の皆様に対して広報

をしていくということが非常に重要になっ

ていきますので、これも早急に進めること

をお願いします。 

  それでは次の質問に移ります。 

  幼稚園・保育所の民営化について。先ほ

ど小寺議員も話にあったのですけれども、

本町は少子化が著しく進んでいます。今後、

５年後、１０年後の豊能町を見据えた政策

を進めていくという新しいことに取り組む

必要があると思うのですけれども、それが

学校の統廃合であったり保育所・幼稚園の

民営化、そして保育料の無償化を進めてい

くというのも新たな視点で今後考えていく

必要があるかと思いますが、このようなこ

とについてどのようにお考えなのかお伺い

いたします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  本町におきましては、いわゆる子どもが

どんどん減少していくということで、先ほ

ど小寺議員にもお答えいたしましたけれど

も、平成４年をピークにどんどん減りまし

て、現在は児童生徒数、当時からいいます
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と４分の１、今現在ちょうど1,０００人ち

ょうど前後でございます。そういうことで、

現在子どもたちの教育のありようについて

考えております。これは以前から、平成２

８年３月に答申をいただきまして、小中一

貫教育並びに学校再配置について検討をし

てほしいということで、まずはハード面よ

りもソフト面を先行して実施してほしいと

いうふうなことで、現在、平成２８年度か

ら順次ソフト面をやっておりまして、そし

て平成２９年度においてもそのソフト面に

教育について充実させるよう努力をしてお

ります。今回、８月２４日の教育総合会議

において町長より小中一貫教育と学校再配

置について今年度中に方針を出すようにと

いうふうな御指示がございました。それに

ついて努力をしてまいりたいというふうに

思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  寺脇直子議員。 

○１番（寺脇直子君） 

  教育長はソフト面ということの充実とい

うことが、この１年そういうお話をお伺い

してるんですけれども、豊能町のやはり人

口減少であったり少子化の現実を考えます

と、ソフト面とハード面っていうものはど

ちらかが最初に優先するのではなくて、両

方考えて取り組んでいく必要があると思い

ます。例えば守口市、先ほどお話にもあり

ましたけれども、守口市は来年度から公立

８園のうち５園を民営化して無償化という、

他市町村からファミリー層を呼び込むとい

う政策を進めて実行しています。この無償

化政策が目指すものは子育て世代の経済負

担の緩和で、安心の子育て世代の定住です。

子どもの視点から未来への投資、親の視点

から女性の活躍支援、町の活性化の視点か

ら定住のまち守口を実現という考え方で、

他市から移住してくる人を呼び込むという

新たな政策を進めています。対象年齢はゼ

ロ歳から５歳児で所得制限はありません。

実施方法は特定教育保育施設及び特定地域

型保育事業の利用者負担額を無償にして、

就園奨励費補助の拡充で実施しています。

無償化に必要な予算も公立保育園の民間移

管、これはもう効果額がおよそ８億円ほど

ということで、徹底した行財政改革により

捻出しています。行財政改革は本町でも進

めてきているのですけれども、他市町村も

どこも徹底した行財政改革を進めて新たな

政策を実行しています。民間は公募で募っ

て、公募計画してから２年後の平成３０年

に新園舎を開園するなど、公募をして計画

してから約２年で新園舎も開園して、物す

ごいスピードで統廃合、保育料無償化、行

財政改革に取り組んでいます。保育園も市

内に１５園あるんですけども、全ての園に

説明に回って２年で進めているという状況

で、こういう大きな都市でも、東部地区、

南部地区、北部地区とエリアも三つあるん

ですけども、本町よりはるかに大きな都市

で説明に回って納得してもらうというのは

非常に、本町より時間はかかるはずなんで

すけれども、２年で進めているということ

で、本当に本気でやろうとする心が、そう

いう気持ちで守口の方は皆さん進めている

ということを実感したんですけれども、本

町も少子化が著しいので守口市のように魅

力ある教育制度ということを早急に進める

ことが必要だと思いますのでお願いいたし

ます。 

  以上で私の質問を終わります。 

○副議長（高橋充德君） 

  以上で、とよの維新の一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩をいたします。 

  再開は、１３時とします。 
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（午前１１時４５分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、新風会の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて５

０分とします。 

  管野英美子議員を指名いたします。 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  皆様、こんにちは。 

  ２番・新風会の管野恵美子です。議長の

御指名を受けましたので一般質問させてい

ただきます。 

  まずは６月２０日、新光風台を皮切りに

約１カ月のタウンミーティング、町長部局

の皆様お疲れさまでした。 

  私は１２カ所で傍聴させていただき、そ

れぞれの地域の課題がよくわかりました。

ありがとうございます。きょうはそこで出

ました要望や意見を盛り込んで一般質問を

させていただきます。理事者の皆様、わか

りやすい簡潔な答弁をよろしくお願いいた

します。 

  まずは人口増施策についてです。現在、

牧地区では、牧農空間活性協議会、コープ

こうべ、大阪府、豊能町の４者が協議し、

「みんなの牧・里プロジェクト」を展開さ

れております。タウンミーティングのとき

に、ほかから大勢来てくれることがとても

うれしいと伺い、私もうれしかったです。

私も里山倶楽部でボランティアで参加して

います。このように大勢の方が来られてい

ます。町長はこのときのこと、町長はこの

ことを御存じなかったというのはとても残

念に思いました。しかし８月５日に秘書政

策課の職員が取材に来られ、広報「とよ

の」に掲載していただけるようでとてもよ

かったと思いました。コープこうべの大阪

北地区とは図書館広域事業の７市３町、そ

の範囲です。能勢町の方は恐らく参加され

ていないと思いますが、この北部大阪の７

市３町の方々が農業を楽しみに来られてい

ます。募集はお店や共同購入で入手できる

この広報紙「きょうどう」に掲載されてい

て、毎回２０組の募集のところ３０組ぐら

いの家族が参加をされています。月２回ほ

ど集まっています。また個別に農作業にも

来られています。今週末の９月２日には大

根チャレンジャー企画、今進行中はサツマ

イモチャレンジャー、枝豆チャレンジャー

です。１区画2,０００円で結構な量の収穫

があります。この農業施策については今回

通告していませんので、私に次の議会があ

りましたらもう少し勉強して質問したいと

思います。 

  きょうはこの牧地区に来られている人た

ちに上手に豊能町をＰＲして、一人でも多

くの人に豊能町に住んでもらえないかとい

うことなんです。農作業が終わった後は集

会室前で持参したおにぎりに、牧地区の方

とコープこうべの職員や私たちボランティ

アがつくったおみそ汁、大根やヤーコン、

芋のつるなども試食をさせていただきまし

た。こんなに大勢の人が集まっています。

私は都会生まれで育ちなので農業のことは

余りなじみがありませんし、タケノコ一つ

掘れないんです。余り役に立たないんです

が、ここは適材適所、私は子どもとすぐに

仲よくなれます。カエルや虫で仲よくなっ

て、保護者の人に、豊能に引っ越してきま

せんかというぐあいに。具体的に物件など

何も持たないので、新光風台で家が1,５０

０万円、割ときれいなところがありますよ、

そういう勧誘しかできません。そこで住ま

いの相談窓口が出張してきていただければ

いいなと思っています。売らない、貸さな

い、セカンドハウス化している家も多いで
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すが、中に売地、空き地があります。その

ようなアクションを起こされてはいかがで

すか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  住まいの総合窓口が牧に出張してはとい

うようなお話でございました。そのことも

有意義であろうというふうに考えますので、

また考えてみたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  ＰＲは物件だけではありません。これも

タウンミーティングで伺いましたが、豊能

の教育です。吉川中学校のラジオ体操は府

立高校の先生方も絶賛されているそうです。

私もこのことには既に気がついていて、体

育大会はお弁当持ちで最後のラジオ体操ま

で見ます。緊張が途切れることなく、こん

な形で指先までぴんです。これは体育大会

だけでできるものではありません。小学校

低学年の時代からきめ細かな教育の積み重

ねだと思っています。小学校の低学年の公

開授業を見せていただいても、背中を伸ば

しましょうですとか、足はそろえましょう

とか、数回、１時間に数回そういうふうに

先生方が注意をされています。ぜひ教育も

しっかりとＰＲしてほしいと思います。通

告にはないのですが、豊能の教育をＰＲす

る冊子やチラシなどはありませんか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  今、管野議員のほうから吉川中学校の体

操、ラジオ体操を紹介していただきまして

まことにありがとうございます。私も校長

のときに本当に保護者の皆さん方、あるい

は来賓の方々からラジオ体操のすばらしさ

をいろいろ評価していただきましたこと、

本当にありがたく思っております。本町の

教育のありようについてぜひＰＲしていく

べきではないかという御質問でございます

けれども、現在、今、ＰＲする点について

は、一つ目は町報でやっておりますけれど

も、以前に豊能町の教育のＰＲをした大き

なポスターをつくった経緯がございます。

ただこの間、それ以降については、今現在

私が着任して以降についても今のところそ

ういうものはないというので、ぜひこれか

ら、町長が申されました教育力日本一とい

うこともございますので、何らかの形でそ

ういうものがＰＲできたらなというふうに

思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  豊能の教育、すばらしいと思うんですね。

机に向かうというその姿勢、とっても大事

なことだと思うんです。ぜひうまくＰＲし

て、一人でも多くの方に豊能町に住んでい

ただくように願いたいものです。 

  続いて防災についてです。これもタウン

ミーティングで要望があったことなんです

けれども、在宅介護をされている方、障害

者への災害時の避難についてです。２月１

８日の職員だけの避難訓練、吉川中学校で

見せていただきました。車椅子に乗った方

が先に受付を済ませ、体育館に入られまし

た。入り口付近に配置され寒いということ

がわかったと思いますが、その先はどうな

るのか検討されているのでしょうか。特別

養護老人ホームやサービス付高齢者住宅な

ど、協定が必要なのですが、一時的に非難

ができるような体制をつくってはいかがで
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すか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  自立避難が難しい在宅介護されている方

や障害をお持ちの方への避難支援は重要な

ものと考えてございます。被災によりまし

て自宅や避難所等では生活ができない、在

宅介護をされている方や障害をお持ちの、

いわゆる避難行動要支援者については、本

人の意思を尊重した上で地域の避難所、二

次的には福祉避難所へ避難いただくことと

なってございますが、避難施設においても

なお生活が困難な要支援者については、別

途安心して生活できる避難所への誘導等の

支援が必要であると考えます。つきまして

は、本町といたしましても要支援者が安心

して生活できる施設、例えば議員御指摘の

町内の特別養護老人ホームなどの社会福祉

施設等への緊急一時入所の措置ができない

かなど、先進市町の事例を参考にしながら

前向きに検討してまいりたいと考えてござ

います。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  協定をされているたくさんの先進事例が

あります。ぜひ早く進めていただきたいの

ですが、いつごろまでにやっていただけま

すか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  その重要性は認識をしてございますが、

社会福祉協議会といいますか、私ども町で

所有のインフラ以外の民間の所有のそうい

う法人さんと協議をしなきゃならないとい

うことがございますので、いつまでという

お約束はできませんが、他市町の事例も参

考にさせていただきながら、検討それから

調整については早期に取り組んでまいりた

いと思っておりますのでよろしくお願いい

たします。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  サービス付高齢者住宅には地域交流スペ

ースというのを設けてございます。ぜひ積

極的に進めてください。よろしくお願いし

ます。 

  続いて防災行政無線の進捗状況です。説

明会で場所の不備を指摘された箇所、東と

きわ台５丁目、またタウンミーティングで

高山地区がありましたが、計画どおりに工

事が進んでいるのでしょうか。平成３０年

度からの運用が本当に可能なのでしょうか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  御指摘のとおり、６月の説明会で屋外ス

ピーカーの設置場所について場所を変更す

べきという御意見をいただきました。今、

具体的におっしゃいましたとおり、東とき

わ台と高山の２カ所について内部で検討い

たしまして場所を変更いたしました。その

結果ということではないかもわかりません

が、今現在、工程表よりも約１カ月のおく

れが生じているというところでございます

けども、業者によりますと年度内には十分

完了するというふうに聞いておりまして、

平成３０年度からの運用には問題はないと

いうふうに考えております。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 
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○２番（管野英美子君） 

  その運用方法です。先ほど寺脇議員の質

問にもありましたが、ちょっとわからない

ので質問させていただきます。 

  この運用マニュアル、運用規程を作成す

る必要があります。６月議会では防災行政

無線の活用法について質問いたしましたが、

具体的な運用方法として、例えば無線運用

管理規程を作成し総務省近畿総合通信局に

提出する必要がありますが、その準備はで

きているのでしょうか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  その事務的な手続については恐らく進ん

でいると思いますが、きょうはちょっと準

備できておりません。申しわけございませ

ん。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  それに関連して、町が整備した防災行政

無線の免許人は町長になります。平常時は

免許人が選任する無線従事資格を有する者

のみとなっており、それ以外の者が操作を

行った場合、電波法の違反になりますが、

防災無線の責任者、その準備、人選はでき

ていますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  その責任者という意味が、責任者は当然

町長なのでございますけども、おっしゃっ

ているのはその無線の免許の責任者という

意味かもわかりませんが、そうなりますと

総務課の職員ということになるというふう

に思います。もしくは私かもわかりません

が、担当としては総務部総務課ということ

でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  では確認です。この運用規程はいつでき

ますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  午前中の質問でもお答えいたしましたが、

今のところその規程のスケジュールとして

は、年内、１１月、１２月には規程をつく

ると。その後、２月号の広報「とよの」で

広報させていただくと。ホームページにも

載せていただいて、３月末にはチラシにし

て全戸配布するという予定で進めておりま

す。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  ２月１８日に行われた行政だけの避難訓

練の総括や、避難所ごとの訓練はどのよう

な形でいつ実施されますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  あの２月の訓練には見学きていただきま

してありがとうございました。その教訓も

生かしまして今現在マニュアルをつくって

ございます。避難所の訓練につきましては、

その２月のときの訓練の意見も踏まえまし

て、まずは避難所の運営マニュアルの素案

をもとにもう一度、できれば年度内に職員

だけで訓練をやってみたいというふうに思

っております。その後に住民さん、自治会、

自主防災組織、参加をしていただいて、そ
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れらの方々に避難者役とか避難所運営役な

どなど担っていただいた訓練を開き直して、

１回目ですけども、職員がやった後にやっ

てみたいというふうに思っております。も

う一度職員だけでやってみます。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  先日、自治会に対して避難所運営マニュ

アル策定に係る事前説明会が行われたよう

ですが、避難所開設に当たり町職員の役割

が見えてこないのです。各避難所ごとに自

治会が割り当てられていますが、箕面市で

は各避難所ごとに職員が３名配置されてい

ます。市職員と学校職員が避難所を開けま

すとあります。地域のことは地域の人が一

番よく知っておられるので、自主防災も立

ち上がっているので、皆様が働いてくださ

るわけですが、町職員のリーダーシップと

いうのはお考えではないのでしょうか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先般、自治会の方々、自主防災組織の

方々おいでいただきまして、避難所運営マ

ニュアルの素案について説明いたしました。

その折にさまざまな御意見を頂戴しました。

その中で、今、議員も御指摘の、町もとい

うか町が主導するというようなことが必要

ではないかと、住民に任せるということは

適切ではないというような御意見もあった

のは確かでございます。ただ、その御意見

頂戴したのは、それも今、議員おっしゃい

ましたとおり、町の職員の役割はこれこれ

これであると、避難所ではこんなことをし

てて役場の中ではこうしててというような、

その実際に発災したときの町の職員の役割

が明確ではなかったといいますか、明確に

住民さん、自治会の方々に説明できなかっ

たので、そのような不安といいますか、不

満といいますか、そういう御意見が出たの

かなと思っています。またその御意見も参

考にしながら、もう一度避難所運営マニュ

アルをつくり直しまして、先ほど申し上げ

たとおりの職員だけの訓練をもう一度やっ

てみると。その上で自治会、自主防、参加

のもとの訓練をやってみたいというふうに

思っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  避難所ごとに条件が違うと思うんですね。

例えば私の住んでいるすぐ近くの光風台小

学校でしたら９０段ほどある階段を上って

いくのか、それから駐車場は駐車場で運動

場への鍵は誰が開けるのかとか、避難所ご

とに随分条件が違うと思うので、しっかり

とやっていただきたいと思います。そして

箕面市のこの地区防災委員会というこうい

うチラシには、失敗は何回してもいいって

書いてあるんで、何度も何度も失敗してこ

ういうものができてくるんではないかと思

うので、ぜひしっかりとやっていただきた

いなと思います。そして随分長い間停滞し

ていました８月７日の台風５号、近隣の自

治体は避難所を開設していました。大阪防

災ネットで北大阪を設定していましたので

何度もメールが来ました。最初は島本町だ

ったと思いますが、豊能町は開設されませ

んでした。避難所開設の基準があると思い

ますが、どうぞおくれないようによろしく

お願いします。タウンミーティングでは、

川尻では余野川が越えられなかったら孤立

してしまうっていう意見も聞いております。 

  続いて新光風台４丁目の太陽光発電設備

の５月の立ち会い以降の是正指導状況をお

聞かせください。 
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○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  新光風台４丁目の立ち会い、５月に行っ

ています。このときの指導はのり面の保護、

植生の実施、森林等の保育管理の実施など

のチェックをしまして現地の状況を確認し

ています。結果につきましては現場で口頭

で指示しまして、６月１３日付で文書にて

指示書の発出を行いました。その後、台風

時期の前の立入検査というのを８月２１日

に前回実施と同様の内容で実施しました。

前回の検査で確認したのり面の植生につい

ては、一部活着は見られるものの、ほかの

のり面と比較した場合に劣る部分が見受け

られました。また北側に設置されているパ

ネルの下に若干の潜窟が見られる部分につ

きましては、前回から潜窟が進行した状況

は確認をされませんでした。立米コンクリ

ートの段ずれにつきましても、目視、マー

キング状況、これは前回どこを検査したか

っていうことがわかるようにペンキでマー

キングしてるんですけれども、このマーキ

ング状況を確認した結果、すき間とか段ず

れは発生しておりませんで、引き続き維持

されていることを確認しています。今回に

つきましても結果を現場で口頭で指示しま

して、今後文章にてのり面の植生を促す項

目を盛り込んで指示書の発出を行う予定で

ございます。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  台風前にチェックしていただいたのは大

変いいことだなと思いますけれども、６月

議会で指導が進まない場合として提案した、

これは予備的なものだと思いますが、落石

防護柵のようなもの、設置をお考えではな

いですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  ６月議会に管野議員のほうから提案いた

だきましたもの、これは一般的に仮設で行

う落石を防護するというふうな施設でござ

いまして、のり面全体を受けとめるってい

うふうなものではございません。のり面全

体を受けとめるっていうことになりました

ら、砂防施設なんかでいう待受け擁壁って

いうふうな、１メートル2,０００万円ぐら

いするというふうに言われておりますけれ

ども、そういったものをつくる必要がござ

います。本件土地に町がみずから擁壁のよ

うなものを設置するということにつきまし

ては、今現在は考えていないというところ

でございます。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  １８日の議会運営委員会の朝、役場に向

かう途中、大雨で余野川に濁流が流れてい

ました。この夏もバケツをひっくり返した

ような雨がたくさん降りました。そのたび

にパネルが落ちてこないかとても心配なん

です。最近では、少しずれたらいいのにと

か、二、三枚砂防ダムに落ちたら、行政も

えらいこっちゃって動いてくれるのと違う

と口々におっしゃいます。こんなことを住

民に言わせてよいのでしょうか。ちょっと

この感想をお聞かせください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 
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  感想といいますか、確かに町としても雨

が降ったときに異常がないかっていうこと

を毎回点検には行っております。中に入っ

てまでということになりますと、土地の所

有者もしくは管理者ですね、そういった方

の許可が要りますので、そこまではできな

いんですけれども、外からできるだけ見る

ような、見れるようなところで点検をして

いるというところでございます。感想を述

べよということなんですけれども、確かに

この件につきましては町も私も非常に困っ

ているということは事実でございます。今

後点検を通じて、また土地の所有者、施工

者と一緒に点検に入る時期、これも毎年何

回かする予定でございますので、そのとき

にこういったこともお伝えしていきたいと

いうふうに考えています。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  何度も言いますが、この真下に住民が住

んでいるんです。命を守ってほしいなと思

っています。もし住民に被害が及んだとき、

業者の責任でしょうが、町にも責任の一端

があるのではないでしょうか。ダイオキシ

ン廃棄物処理で前管理者・副管理者が訴え

られます。仕事の失敗でしょうか。この過

ちを二度と繰り返さないでほしいのです。

ぜひしっかりと是正していただきますよう

お願いいたします。 

  続いて、太陽光発電設備に関しての条例

制定をどのように考えられておられますか。

２丁目西側笹部地区での太陽光発電設備に

関しては兵庫県の条例にかかります。豊能

町には遊休農地がたくさんあります。転用

にはさまざまな規制がかかりますが、豊能

町に限らず設置が可能なのでしょう。もう

各地でたくさん設置しています。後々トラ

ブルにならないようにしっかりとした条例

をつくっていく必要があると思いますが、

先ほど寺脇議員の質問にもありましたよう

に、環境保全条例やさまざまな法律を設置

者が遵守すると答弁をされました。でも守

っていないのが新光風台４丁目山側の太陽

光発電設備なんです。だから条例制定が必

要と思うのですが、どうしてもつくられま

せんか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  午前中の寺脇議員の設問にもお答えした

とおりでございまして、現在その条例につ

きましては、確かに４丁目というところは

これからもちょっと監視していかなければ

ならないというふうな物件になっておりま

すので、これがそうしたら条例で何か規制

が与えられるかっていうと、過去に遡及す

るというふうな条例っていうのは非常に難

しいというふうに聞き及んでおりますので、

今後計画されるようなものにつきましてそ

の条例をつくって果たして有効なのかどう

かということが、我々まだそこまでの検討

もできておりませんし、今のところ条例の

策定というのは考えていないというところ

でございます。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  ４丁目のことに遡及するための条例では

なく、これから、例えば農地を転用される

とかそういうときにまた新しいトラブルが

ならないように条例をつくっていただきた

いということです。４丁目の遡及はできな

いと私は思ってるので、それは町がしっか

りと監視しなければいけないと思っていま
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す。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  遊休農地について、それを仮に遊休農地

に太陽光発電をパネルを設置するときにト

ラブルになることを防ぐというか、そうい

った条例をお考えになっているというふう

には認識したんですけれども、実際に今、

国のほうでやられているＦＩＴ法、こうい

ったもので十分その辺は規制できるのかな

というふうには考えています。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  余りやる気ないようなので次の質問にい

きます。 

  公共施設等総合管理計画と小中一貫校に

ついてです。シートス、ユーベルなど施設

の老朽化により住民サービスが低下してい

ます。３月にいただきましたこの冊子、計

画の冊子では今後のあり方を検討、計画的

に維持管理を進めますとしか書いてないよ

うに思えます。この計画は具体的に各施設

ごとに存在するのですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ことし３月にお示ししました豊能町公共

施設等総合管理計画でございますけども、

これはおっしゃったとおり維持管理や更新

に係る長期的な方向性、これを示したとい

うものでございます。各施設における今後

の具体的な計画につきましては別途に個別

計画としてそれぞれの施設ごとに策定をし

ていくということになります。例えば道路

とか橋梁などはもう既にそれらの計画を策

定済みでございますけども、その他の施設

につきましてはも今後順次策定をしていく

というもので、今あるのかと聞かれますと、

今、全てがあるわけではないということで

ございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  シートスは指定管理をしていて、老朽化

による備品の不備等もあります。先日も住

民の方からコンセント、扇風機、音響デッ

キについての苦情を受け、生涯学習課の了

解を得て見てきました。コンセントから出

ている電線は大変危ないので早急に対応し

ていただきましたが、首の回らない扇風機

やビニールテープだらけのデッキ、指導者

の声と音楽はそれぞれの音量調整ができず

レッスンに支障を来しています。これは今、

生涯学習課と話し合っているので別途対応

していただくと思いますが、学校の施設も

老朽化しています。このような理由で学校

を一つにまとめて経費の節減を言うのはど

うかと思いますし、私もカリキュラムがと

ても必要だと思っています。でも背に腹は

かえられないのかなと思います。雨漏り、

プールの漏水、毎年の修繕費もかさみます

し、なかなか修繕してもらえない実態があ

ります。光風台小学校では２年連続プール

の漏水、水を入れかえると１回に３０万円

もかかるそうです。これは決算でやりたい

と思いますが、このような観点から統合に

向けて決断をされてはいかがですかと通告

をしておりましたが、先週２４日の総合教

育会議を傍聴しておりまして、今年度中に

方向性を示すと結論づけられたそうです。

そこで確認をさせていただきます。その詳

細を詰めていかれるのはこの総合教育会議

でしょうか。お金のことは町長部局だと思
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うんですが、総合教育会議で議論をされる

んですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  ８月２４日の総合教育会議において町長

のほうから小中一貫教育と学校の再配置、

いわゆるハード面ですね。それについて今

年度中にやはり方針を出すべきではないか

と、出していこうというふうなお話をいた

だきました。教育委員会といたしましても

それに向かって、当然、先ほどから申して

いますようにソフト面は重要というふうな

認識は当然ございますけれども、やはり学

校再配置というものも避けて通れない部分

がございます。そういうことで当然教育委

員会議、あるいは教育総合会議である一定

話を出して、そこで最終そういう方針を決

めていくのではないかなというふうに私は

理解をしております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  タウンミーティングでも、吉川地区から、

小学校がなくなるのは残念だが子どものこ

とを一番に考えてほしいと意見がありまし

た。私もそう思います。今後の総合教育会

議を注目したいと思います。 

  続いて４番目の介護保険要支援１・２の

日常生活支援についてです。先ほど高尾議

員の質問にもありましたけれど、介護保険

の要支援１・２の方の日常生活支援が始ま

って約５カ月たちます。運営の状況を確認

させてください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  本町におきましてもこの４月から介護予

防日常生活支援総合事業がスタートいたし

ました。現場での大きな混乱もなく導入で

きているのではないかと思ってございます。

総合事業導入後、介護認定を用いずに基本

チェックリストから事業対象者となった方

は６月末で１１名となってございます。実

際に生活支援をヘルパーではなくボランテ

ィアの方々にお願いしているケースも現在

４名となってございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  この事業でシルバー人材センターの参入

はされていますか。昨年の決算特別委員会

でもことしの予算特別委員会でも、シルバ

ー人材センターへはたくさんの補助金が行

っているのにこの事業への積極的な参入が

ないことを指摘しました。友愛、ゆるりん

さんは人と人とのつながりを大切に事業を

展開されています。しかも事務所はありま

せんし、携帯電話が事務所がわりです。シ

ルバー人材センターのこの事業の現在の状

況をお聞かせください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  シルバー人材センターについては昨年度

に意向確認をさせていただきましたが、現

在まで本事業にはまだ参入をしてございま

せん。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 
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  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  以前やると答弁いただいたような気がす

るんですね。シルバー人材センターにも女

性の職員さんがいらっしゃると思うんです

ね。その人とのつながりとかで６５歳以上

の高齢者とつながるかどうかはわかりませ

んけれど、女性の担い手というのが必要だ

と思うんです、日常支援というのは。ごみ

出しとか、お料理をちょっと手伝うとか、

買い物とか。そういうことで人と人とのつ

ながりを十分にやっていただきたいなと思

っているんですけれど、そういう、指導と

いう言い方はよくないかもしれませんが、

議会でこういう話があったということを言

っていただきたいんですが。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  現時点におきましてはシルバー人材セン

ターも新たな事業、就業の拡大も期待でき

るということで、総合事業への参画を検討

していると聞いております。また先ほど議

員の御指摘のとおり、シルバー人材センタ

ーは以前より独自事業として家事援助も行

っております。それから一定のノウハウも

お持ちです。何よりも町からも補助金を出

しているという団体でございます。そうい

う団体でございますので住民への貢献度、

これを高めてもらうということは当然だと

考えてございます。町からも総合事業への

参画について促していきたいと考えてござ

います。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  余り納得できないんですけれど、この事

業を始めるって言ったときに、前部長はイ

の一番にシルバー人材とおっしゃったと思

うんですね。私はゆるりんさんや友愛さん

のほうがお友達がたくさんいるのでそうか

なと思いましたけれど、しっかりと、指導

という言い方はよくないかもしれないです

けど、やってください。次、また私に機会

がありましたら伺いたいと思います。 

  ５番目の認知症対策についてです。２月

１３日のユーベルホールでの講演の後、地

域包括支援センターの活動報告があり、一

般の方から、小学生に認知サポーター養成

講座を実施されていますが中学生へのフォ

ローアップ講座の検討はされましたかと質

問がありました。検討はされていますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  議員御指摘のとおり、２月１３日の認知

症フォーラムで参加者の方から、小学生の

認知症サポーター養成講座をされているの

なら、それだけで切れてしまわずに、中学

生になっても認知症について学ぶ機会につ

ながることをしてはどうかという趣旨の御

意見をいただきました。町といたしまして

も前向きな御意見であったと思ってござい

ます。中学生に対するフォローアップ研修

につきましては現時点でまだ具体化はでき

てございませんが、町といたしましてもぜ

ひ正式に認知症サポーターなど認知症支援

の取り組みについて今後中学校と相談をさ

せていただき、認知症支援のまちづくりに

若い世代の方々の御協力をいただけるよう

に進めてまいりたいと思ってございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 
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○２番（管野英美子君） 

  ２月１３日にユーベルホールで聞いて３

月３１日までに結論出してあげたら、４月

に中学校へ行ったら、学校では教育指導計

画というのを立てられています。１年間で

す。私は小学校の学校協議会の委員をやっ

てたんですけれど、それはそれは細かい指

導です。道徳がまだ教科ではないときに、

４月の初めには挨拶しよう、約束を守ろう

とか、教科の研究、人権学習、防災マニュ

アルなど１冊の冊子にされているんですね。

ですから早く伝えてあげないと学校も戸惑

います。もうゆとり教育は終わったんです。

そして学校ごとに講座をされているんです

が、講座をしている学年が違います。光風

台と吉川は６年生、東ときわ台は４年生で

す。私は４年生が何でもかんでも吸収して

いていいなと思ってるんですね。理科の実

験教室に行っても４年生のその吸収力とい

うんですか、すごく気持ちよく何でも素直

に聞いてくれるんですね。不思議も一緒に

不思議がってくれるんですね。ですからこ

の学年をそろえて中学校へ行かなあかんと

思います。ぜひしっかりと全体を見て取り

組んでいただきたいなと思います。 

  そして各地の取り組みでの年間計画の作

成ができているかということを伺います。

６月議会で、６月６日と１４日の行事の案

内を次々にこうやって郵送で来ました。郵

便代がもったいない、介護保険特別会計だ、

そう私は言いました。しかもキャラバンメ

イトさんが配ると言っていた文章です。計

画を立てて活動すると答弁をいただきまし

たが、それ以降年間計画を立てられたので

しょうか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  各地区での取り組みの年間計画について

は、できるだけ各地区のメイトさんが中心

になってそれを軸にお願いをしたいと考え

てございますが、町の、町全体に係る事業

については包括支援センターが事務局とな

りまして年度内の活動計画を立てて、認知

症キャラバンメイトさん、それから認知症

サポーター、この方々とお話をしながら進

めておりまして、養成講座やメイトサポー

ター、それからステップアップ事業、それ

から認知症フォーラム、ＳＯＳネットワー

ク、模擬訓練など、一部まだ日時が決まっ

ていないものもございますが、年間計画を

立てさせていただいて進めているところで

ございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  実際に徘回の方がいらっしゃいます。私

も聞いてるんですけれど、ＳＯＳネットワ

ークは何の機能も果たしてないと思ってる

んです。警察に言いましたとおっしゃいま

した。三つの地区に分かれているのですか

らそれぞれの地区で徘回ＳＯＳの模擬訓練

をやればいいと思っています。地域包括支

援センターが全てを抱え込まないで、もっ

とキャラバンメイトさんに振ったらいいと

思うんですが、そのお考えはありますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  議員の御指摘のとおり、各地区の取り組

みについてはできるだけ各地区のメイトさ

んにお願いをしたいと思ってございます。

ただ、関係者等との調整がございますので、
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そこの調整にだけは包括支援センターなり

が入りましてコーディネートをさせていた

だいた後は、できるだけ地域に即した形で

取り組みをしていただくという方向を今後

してまいりたいと考えてございます。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  昨年、常任委員会で所管事務調査で訪れ

たかった福岡県大牟田市の認知症対策、諸

般の事情で行けなかったのですが、先進事

例です。毎年９月に模擬訓練を一斉に各地

で開催されます。ことしで１４回目です。

全国の高齢化率が２7.３％、大牟田市の高

齢化率は高くて３5.１％、豊能町はさらに

高い４１％なんです。しっかりとこういう

先進事例を、パソコン内で、これは去年の

分なんですけども、１３回なんですけど、

ずっとさかのぼってありますので。そして

各地区の、同じ活動をされているんですけ

れども、こうやって各地区の様子も見れる

んですね。ですから早急にやってほしいん

です。豊能町の高齢化率は４１％です。 

  続いて６番目のホームページ、情報発信

についてお尋ねをします。ホームページの

トップ画面はタイトルと広告しか見えませ

ん。私はまずこの広告をバツボタンで消し

ます。これはやっぱりスポンサーなんです

よ。だから悪いなと思いながら、私にはこ

の新着情報が一個も見えません。私、タス

クバーをこっちにやってるんで上には余り

バーは置いてないのに、ここに新着情報１

件も見えないんです。そして曖昧検索もで

きません。光風台小学校と検索すると、悲

しいかな、見つかりませんでしたと出ます。

そしてヤフーの画面に入って光風台小学校

と入力して光風台小学校のホームページに

たどり着きます。またイベントカレンダー

は、これは教育委員会のものなんでしょう

か。子育て支援のなかよしデー、にこにこ

タイム、それでもユーベルホールのコンサ

ートは入っていません。そして昨年の１１

月１３日のとよのまつり、３月以降はにこ

にこウォークの掲載もありません。このイ

ベントカレンダーとは何ですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  まずトップページのバナー広告でござい

ます。おっしゃるとおり最初のトップペー

ジから非常に見にくいというような御指摘

もございますので、今現在、そのバナー広

告をページの一番下に固定をするというこ

とを進めておりまして、あわせまして今御

指摘の曖昧検索、これもできるように追加

をしようということで作業をしております。

間もなく最終確認ができましたら、９月の

上旬にはそれらリニューアルができるとい

うふうな段取りでございます。またイベン

トカレンダーにつきましては御指摘のとお

り全町的な活用としては十分ではないとい

うような状況でございますので、今後につ

いてはなるべくたくさんのイベントを網羅

できるように職員に周知を図ってまいりた

いというふうに思っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  広告を固定されたら、ペケで押せなかっ

たら見れないんじゃないんですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  おっしゃるとおり、トップページで開け

てすぐ見れるからスポンサーがついてくれ
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るというようなこともありますから、ペー

ジの両側に広い部分があるのでそこにその

広告を張りつけると、ヤフーのトップペー

ジなんかはそうなっています。それできな

いのかというふうに思いましたが、結局の

ところそれをするにはまた多額の費用がか

かるというようなことで、広告の収入と見

合わないというようなことのようです。し

たがって一番最下部に固定をすると。よそ

の市町村のホームページも一番下の方に固

定されていますが、それと同じように固定

をするということにしたいというふうに思

います。ですから一番下まで見ていただか

ないと広告のバナーは出てこないというこ

とになりますけども、そのようにして、収

入が減るかもわかりませんが、利用者の利

便性を高めたいというふうに判断をしてい

ます。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  また例規集、条例改正後の更新が大変遅

いのです。確認をしようにもまだ載ってな

いって、そういう状況なんですが、これは

どこが管理されているんですか。今後どの

ように管理されますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今現在、例規集、ホームページのもので

ございますけども、６月２２日現時点のも

のを掲載をしております。これは６月議会

でお願いをしました条例が６月２０日に公

布をされたわけでございますけども、それ

につきましては７月１９日にホームページ

にアップできたというようなことでござい

ます。３月など特にそうなんですけど、各

自治体の議会の開会時期が、開催時期が重

なりまして、この例規集を編さんしている

業者もそんなにたくさんございませんので、

その更新時期も各市町村重なるということ

で、業者のほうが多忙となって迅速な更新

ができないということも起こり得るという

ような状況でございます。ただ、今現在、

他団体と比較して更新が遅いわけではない

というように思っておりますけども、より

早く更新できるように努めたいと思ってい

ます。ちなみに本町のように６月現在の例

規集を載せておりますのは大阪府内で１２

団体あります。１２団体以外の３０団体以

上はそれよりも古い例規集ということなの

で、本町がとりわけ遅いということではな

いというふうに思っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  ぜひ１番を目指して頑張ってください。

そして私もフェイスブックをやっています。

けさは、私は一般質問を１時からやります

っていうことを朝載せてきたんですね。本

当はラジオ体操に行ったんでそれも載せた

かったんですけど、ちょっと時間なくて。

ブログやフェイスブックなどタイムリーな

発信はされないのでしょうか。箕面市の

「部長ブログ」、能勢町長の町長の活動日

記、池田の倉田市長の「とびある記」はほ

ぼ毎日更新されています。ホームページに

リンクされるようなタイムリーな発信はさ

れませんか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  本件につきましても、ＳＮＳでございま

すけども、活用してはどうかというような

ことは以前からほかの議員さんからも御提

案をいただいております。今現在はとよの
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んのフェイスブック、これだけがやってい

るというような状況でございますけども、

何分そのホームページ専属の職員を置いて

いるわけでもないので、非常に困難を伴う

わけでございますけども、できる限りはそ

ういうフェイスブック等を活用していきた

いというふうには思っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  素早い情報発信をお願いして終わります。

ありがとうございました。 

○副議長（高橋充德君） 

  以上で新風会の一般質問を終わります。 

  この際、暫時休憩をいたします。 

  再開は、１４時、午後２時からとします。 

（午後１時５０分 休憩） 

（午後２時００分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  会議を再開いたします。 

  次に、公明党の一般質問を行います。持

ち時間は、質問及び答弁を合わせ１００分

とします。 

  永谷幸弘議員を指名いたします。 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  皆さんこんにちは。 

  議長より発言の許可をいただきましたの

で、３番・公明党、永谷幸弘の一般質問を

通告のとおりさせていただきますのでよろ

しくお願いいたします。理事者側におかれ

ましてはわかりやすい答弁をよろしくお願

いいたします。 

  本日、私は５点について質問させていた

だきます。 

  まず通告書１点目の地域包括ケアシステ

ムの実現に向けてについて質問いたします。 

  大阪府では、来月の９月なんですが、９

月を高齢者保健福祉月間としまして、高齢

者の福祉についての関心と理解を深めると

ともに、高齢者に対しみずからの生活の向

上に努める意欲を促すきっかけとなるよう

に、この月間を中心にさまざまな関連事業

を行いまして、高齢者の社会参加促進に努

めるとしております。そこでこの豊能町に

おきましてもこの大阪府のこの高齢者保健

福祉月間における取り組みについてまず伺

いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  大阪府におきましては９月を高齢者保健

福祉月間ということで、保健福祉というエ

リアですので非常に広うございます。それ

の中で本町の取り組みについてはというよ

うな御質問でございます。昨年度、平成２

８年度につきまして大阪府と包括支援セン

ターが連携をいたしまして９月の２１日の

アルツハイマーデーの事業を実施をしてご

ざいます。もう少し具体的に申し上げます

と、町の認知症キャラバンメイト、それか

ら大阪府の職員さん、それから包括支援セ

ンターの職員が保健福祉センター周辺、オ

アシス、それからコープ周辺で認知症に対

しての啓発物品の配布をさせていただきま

した。それから図書館の会議室を利用いた

しまして認知症体験のＤＶＤの上映コーナ

ーなどを設けて啓発に務めさせていただい

ております。さらに同じく図書館ロビーで

アルツハイマーデーにちなんでということ

で関連図書の配布や認知症の本人の声のポ

スター掲示などを行いまして広く啓発をさ

せていただいたところです。また、本年度

も引き続きアルツハイマーデーに昨年より

多くの認知症キャラバンメイトの方や認知

症サポーターの方の参加を募り、より多く
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の場所で啓発物品の配布や新たな認知症啓

発ＤＶＤの上映などを予定しているところ

でございます。こうした街頭での啓発活動

などを通じて啓発等を進めてまいると同時

に、それに参加していただいているサポー

ターさんやキャラバンメイトさんの意識づ

けも進めていけたらと思ってございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  先ほどるる説明いただきましてありがと

うございます。特に豊能町は高齢化が進ん

でおりますので、特に認知症につきまして

もこれからもよろしくお願いしたいと思い

ます。 

  日本は諸外国に例を見ないスピードで現

在高齢化が進行しておりますけれども、先

ほどの一般質問でもございましたけれども、

豊能町を見てみますと、資料はちょっと古

いんですが、２０１６年の人口２万８６４

人に対して６５歳以上人口が8,０１９人、

高齢化率３8.４％と、先ほど４１％とござ

いましたが、７５歳以上人口は3,２５６人、

後期高齢化率が１5.６％になっておりまし

て、これが２０２５年の推計値では、豊能

町におきましては６５歳以上の人口が8,５

６２人、高齢化率が４8.７％、また７５歳

以上人口が5,３２６人、後期高齢化率が３0.

３％と推計されております。数字でもわか

りますように、２０１６年と比べますと７

５歳以上の後期高齢化率が約２倍になって

るという、大変そういう厳しい推計値が出

ております。 

  ちなみに近隣の池田市、箕面市をちょっ

と見てみたんですが、池田市の２０１６年

の６５歳以上人口が２万6,５０５人で高齢

化率は２5.８％、７５歳以上の人口が１万2,

６４７人で後期高齢化率が１2.３％、次な

んですけどもね、２０２５年の６５歳以上

人口が２万8,６８６人で高齢化率は２9.

６％、先ほど２０１６年では２5.８％に対

してたかだか、少ないです。２9.６％とい

う高齢化率が上がっておりますが、７５歳

以上の人口につきましては１万8,１３８人

で後期高齢化率が１8.７％と、これも２０

１６年に比べますと６％ぐらいしか上がっ

てないという状況ですね。箕面市におきま

しては同じく２０１６年の６５歳以上人口

は３万2,５７２人で高齢化率が２4.０％、

７５歳以上の人口が１万4,４３５人で後期

高齢化率が１0.６％、ここも２０２５年の

推計値ですが、６５歳以上人口が３万9,０

４２人で高齢化率が３0.４％、先ほど２０

１６年の２４％から６％という上昇しかな

っておりません。７５歳以上の人口は２万4,

３１３人で後期高齢化率が１8.９％、先ほ

どの後期高齢化率２０１６年１0.６％から

８％ぐらいの伸びしかございません。こう

いうことを比べてみますと豊能町の高齢化

率というのは大変、非常に高くなってると

いう、そういう厳しいデータが出ておりま

した。厚労省は特に、団塊の世代ですね、

団塊の世代が７５歳以上となる、よく言わ

れる２０２５年問題というのがございます。

２０２５年をめどに重度な要介護状態とな

っても、住みなれた地域で自分らしい暮ら

しを人生の最後まで続けることができるよ

うに、住まい、医療、介護、予防、生活支

援が一体的に提供される地域包括ケアシス

テムの構築を厚労省は実現していくという

ふうにしております。特に医療と介護の連

携というのは地域包括ケアシステム構築に

特に欠かせない重要な要素であると思って

おります。そこで豊能町におけますその医

療と介護の連携の現状についてまずお伺い

したいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  本町では現在、在宅医療・介護連携に関

する件につきましては、相談支援も含めま

して包括支援センターが対応をしてござい

ます。既に、例えば入退院時のスムーズな

連携が必要なケースなどについては、地域

のかかりつけ医、近隣市の入院可能な医療

機関の地域医療連携室や地域のケアマネジ

ャーと連携して動いてございます。また、

毎月、地域の事業所のケアマネジャーとの

連絡会を開催し、事例検討や情報公開、情

報交換会を行ってございます。この９月に

は地域の薬剤師の皆さんとお互いの顔の見

える関係づくり、在宅での連携の強化につ

なげる目的で交流会を行う予定としてござ

います。さらによって医療機関の先生方と

の交流会についても検討を予定していると

ころでございます。今後も包括支援センタ

ーが必要な知識を深め、関係機関とネット

ワークを強化し、相談支援を含めて地域包

括ケアシステム、これに取り組んでまいり

たいと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  支援センター中心にかかりつけ医、また

近隣の医療機関というのを聞きまして、町

内では入院する場所がないというのは事実

でございまして、特にその入院に関するお

話で、通院などはいいんですけども入院す

る場所がないと。先ほどかかりつけ、近隣

市の医療機関というお話がございまして、

具体的にもし名称が言えれば答弁をお願い

したいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  近隣の医療機関ということでございます

が、公的な機関が中心となってございます

ので、今でしたら川西市の市立病院とか市

立池田病院、それから市立箕面病院という

ようなところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  兵庫県川西市市民病院は、今、山下にあ

るんですが、今後は聞いておりますのは川

口能勢口のほうに移転構想が出てるという

ことで、その比率ですね。実際にかかって

る方が川西市民病院、池田市民病院、箕面

市民病院と答弁あったんですけども、もし

比率的に豊能町の方がどこに一番行かれて

いる、それがもしわかればお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  比率といいますか、パーセンテージまで

は今はちょっと頭の中で覚えてございませ

んが、私どもの国民健康保険の被保険者が、

どの、その３病院のどこに一番多く行って

いるかという順番を申し上げますと、まず

池田でございます。その次に川西、その次

に箕面でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  池田が一番多いということで、川西もこ

れから少し遠くなるという状況になるんで

すけども、このことからやっぱり豊能町の

この２０２５年問題を見据えて、今からそ
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の医療機関ですね。今は実際池田とか川西

とか箕面ですか。行ってらっしゃるんです

けれども。私考えますのはやっぱりその大

阪府、府内を中心として当然近隣の池田市、

箕面市、豊能圏域、当然吹田市、豊中市と

ございますけども、そこにやっぱり医療と

しての広域連携ですね。これを行って、大

事なその医療と介護のシームレス化、シー

ムレスというのはいろいろな意味あります

けども、複数の組織間にまたがる一連の業

務を滞りなく行えるようにすることという、

そういう意味があると思うんですけども、

それをやっぱり図るべきではないかという、

２０２５年まであと８年ですが、もうそろ

そろそういうことを考えて、その豊能圏域

の豊中、吹田、池田、箕面、特に池田、箕

面市は近いんですが、そういう医療のシー

ムレス化を図るべきだと思いますが、この

点についてはどうでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  議員御指摘のとおり、今後も少子高齢化

と過疎化が進展する状況と思われます豊能

町でございます。加えまして本町は規模が

小さいがゆえに総合病院等がない状況にご

ざいまして、本町単独で在宅医療の提供体

制を構築することは不可能だと考えてござ

います。したがいまして、本町の在宅医療

の提供体制は地域包括ケアシステムも含め

ましてその構築は近隣市との広域連携が不

可欠と考えてございます。以前よりその点

は大阪府に、豊能圏域、二次医療圏域です

けれども、広域連携により小規模な町村の

在宅医療等の充実を図る仕組みを構築され

たい旨、強く要望してございます。それに

対しまして大阪府は在宅医療介護の連携の

推進は基本的には市町村において、地区の

医師会を初めとする各関係機関と協力、連

携しつつ実施するものとしてございますが、

大阪府とされましても引き続き町民のニー

ズや、ニーズに応じた地域包括ケアシステ

ムの構築が図れるよう、保健所を中心に連

携、支援してまいりますと回答いただいて

いるところでございますので、本町といた

しましても引き続き大阪府の強いリーダー

シップのもと保健所等とも連携して、医療

と介護などの連携がスムーズに進むよう広

域で取り組みを図ってまいりたいと考えて

ございます。 

  それから別件といいますか、池田市民病

院におかれましては、そういう地域連携も

含めて、今、国民健康保険診療所にも毎週

先生を派遣いただいているというような切

り口もございますので、引き続き取り組ん

でまいりたいと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  ２０２５年まで、大変、豊能町にとって

は大事なことだと思いますので、前向きに

進めていってほしいと思います。 

  次に通告書２点目の、母子の健康と切れ

目のない子育て支援策について質問いたし

ます。新生児の聴覚検査、これを私ずっと、

平成２８年６月の一般質問からずっと取り

上げさせていただきまして、毎定例会ごと

に毎回毎回この点についてはしつこく質問

させていただいております。特に必ず言っ

てるんですけども、特に新生児の聴覚検査

というのは生まれたときから耳が聞こえに

くい赤ちゃんを見つけるための検査である

と。国は全国の市町村に対しまして原則と

して生後３日以内に全ての赤ちゃんを対象

に実施するように求めております。専門家
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によりますと、声を言葉として認識する脳

の神経回路は５歳ごろまでに基礎がつくら

れるということで言っております。また、

医師によりますと、対応がおくれればおく

れるほど神経の刺激が遅くなることで脳の

神経回路の形成が不十分に終わるというこ

とになって、早期に難聴を見つけることが

重要になると言っております。しかし日本

産婦人科医会が分娩を扱う全国の医療機関

を調査したところ、回答があった施設で生

まれた赤ちゃん７３万4,０００人余りのう

ち１3.５％に当たるおよそ１０万人の赤ち

ゃんが検査を受けていないという、そうい

う結果を発表されております。このパーセ

ント１3.５％に対しては、豊能町におきま

しては平成２７年度の新生児数が５６人と

いう答弁いただきまして、そのうち実際に

証拠として実施されている、母子手帳に載

るんですけども、２５人と。実際されてな

い方は３人ですね。あとの記載なしが２７

人と。これはよくわからないんですね、し

たかしてないか。あわせてこれで５５人、

５６人のうち１人は残念ながら亡くなって

おるんですけども、例えば実施２５人され

ても４5.５％という、そういう実施率です

ね。国が言っていることからいえば半分と

いう実施率になっております。これが豊能

町の現状でございます。赤ちゃんがその検

査を受けていない背景についていろいろあ

るんですけれども、日本産婦人科医会はこ

のように言っております。検査を行う市町

村に聴覚検査の重要性が広く認識されてい

ないことが背景にあると見ていると。さら

に費用の補助の面でも課題があると言って

いると。国は検査費用を補助できるように

各市町村に地方交付税交付金、この中に、

国は言ってるんですけどね、聴覚検査費用

を含んでおりますよというふうに、その地

方交付税交付金を各市町村に渡してるとい

う、そういうことを国は言っております。

まずこの地方交付税交付金の中にその聴覚

検査費用が含まれているかどうかについて

認識があるのかどうか伺います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  新生児の聴覚検査につきましては平成１

９年度より少子化対策費として地方交付税

措置されてございまして、地域の実情に応

じた子育て支援施策を行う経費として措置

されておりますが、議員も御承知のとおり

地方交付税につきましては一般財源として

措置されているため、その使途につきまし

ては各地方自治体の裁量に委ねられている

ものでございます。そういうことでござい

ますので、本町の子育て支援策につきまし

ては本町の実情、これに応じまして１８歳

までの医療費の助成や子育て支援センター

の運営などの施策を実施しているところで

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  １８歳未満のお話聞きましたけども、も

う一回、聴覚検査費用が含まれているかど

うかについての認識はあるのかないのか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  先ほども言いましたけれども、申しまし

たけれども、一般財源としての措置でござ

いますので、その各市町村が取り組む施策

の中の一つにこの聴覚検査の事業も入って
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おるとは認識してございますが、本町とし

ては先ほど述べたような施策を展開させて

いただいているというふうなことでござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  認識はあるということですね。これも厚

労省平成２７年度の状況を調査したんです

けども、実際に費用の補助をしている市町

村はわずか、少ないですが6.８％にとどま

っておりまして、その結果９割以上の市町

村、豊能町も入っておりますけれども、赤

ちゃんの聴覚検査を受ける際に補助が得ら

れず全て費用を自己負担しているという現

状でございます。先ほどの日本産婦人科医

会が、検査費用が補助されている自治体で

はやはり実施率は高いと。やっぱり補助さ

れるからやろうかというのがお母さんの気

持ちですわ。次のようにコメントしておる

んですけれども、補助が出ることによって

多くの人に広くこの検査が行き渡るような

状況というのがつくられていると。ですか

ら補助があるからしたいなという、行こう

かという気持ちになるんですね。各自治体

はこのことを真剣に考えて、この検査がで

きる体制をすぐに整備しようと考えていく

ことが大事だというふうに日本産婦人科医

会は申しておるんですけども、現在、豊能

町も赤ちゃんの聴覚検査を受ける際は補助

が得られておりません。費用を各お母さん

が自己負担しなければならないのが現状で

す。また、自己負担における聴覚検査の実

施率は先ほど言いました５０％以下となっ

てるんですね。先ほどの日本産婦人科医会

のコメントにもありますように、検査費用

が補助されてる自治体では実施率が高いん

だという、その辺のところを調査結果が出

ておりますので、やはりそのお母さんの、

我が子の健やかな成長を願う全ての親の共

通の思いを受けとめて、全ての新生児に対

して豊能町の聴覚検査が実施されるように

検査費用を助成すべきではないかと思いま

すが、この点について伺いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  議員のほうからおっしゃいましたように、

幾度となくこの件については御質問いただ

いているところでございます。聴覚の確認、

新生児の聴覚の確認というところだと認識

をしてございます。そういう意味では豊能

町では里帰り出産等で申請時期に訪問でき

ないケースもございますが、それ以外につ

いては保健師が出生後１カ月をめどにほぼ

１００％乳児訪問を行ってございます。早

期の訪問に努めてございまして、訪問時に

は赤ちゃんの聞こえ方や見え方の確認を行

ってございます。数量的な検査を行ってい

るということではございませんが、保護者

からも聞こえ方に対して課題がないかの聞

き取りも行ってございます。こうした中か

ら聞こえ方に課題がある場合には適切に医

療につなげるということもしてございます。

また、４カ月健診の折には小児科医にも見

てもらってございまして、育児それから栄

養指導及び予防接種などの保健指導を行う

とともに、母子の健康の保持・増進と疾

病・異常の早期発見を目的とし、母親の悩

みを解消し、順調に育児を行っていくこと

ができるように努めてございます。本町で

は新生児の訪問、４カ月児健診、診査等が

有効に機能しているのではないかと考えて

ございますので、今のところ現時点では新

生児の聴覚検査を改めて公費を助成してさ
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せていただくということは考えてございま

せん。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  訪問されてその方が判断されると。私、

思うにやっぱり数字で、計器でしっかりは

かって、それはもう誰が見ても納得するこ

とだと思います。その訪問する方、人によ

って変わればその聞こえ方も感じも違いま

すしね。それとあと、それによって早期に

発見することが大事なんですね。だから国

は３日以内、私も孫が２人目できましたけ

ども、その病院ではもう即その日ですわ。

聴覚検査機械使ってやってましたね。それ

が大事なんですね。費用は考えれば５０名、

１人5,０００円で２５万円、何でそれがで

きないんかなと思うんです。前も言いまし

たけど、ほぼ１００％に近い産婦人科では

そういう計器を置いてますのでどこでもで

きるという感じなんですね。たかだか２５

万円、何でできひんのかなという、何か障

害があるのかなという。やってる市町村が

少ないからそう判断するのかわかりません

けども、そういう答弁ですのでこれ以上は

もう言うても時間がないのであれなんです

けども、またしつこくこれからも一般質問

させていただきたいと思います。状況が変

われば変わる場合もありますのでよろしく

お願いします。 

  次に産後ケアの話なんですけれども、精

神的に不安定になりがちな出産後の女性を

サポートする産後ケアの取り組みが各自治

体で広がっております。今現在、日本では

親と同居する世帯が多くて産後は親の協力

を得ながらの子育てが可能だったんですけ

れども、しかし現在は核家族化が進んだこ

とで親からなかなか支援が受けられなかっ

たり、晩婚化による出産年齢の高齢化で体

調の回復がおくれまして不安を抱く女性が

現在ふえております。厚労省の研究班が平

成１２年から１４年度に実施した調査では、

初産の場合、うつ状態、そういう精神的な

不調におちいる人が産後２カ月ごろまでに

多いという、特に産後２週間の時期に発症

のリスクが高かったということですと。１

カ月健診は広く行われておりますけれども、

子どもの発育の確認が中心となっておりま

して、やはり早い段階から精神的に不安定

になりやすい母親へのケアの重要性につい

て、やはり出産直後の母親が孤立しがちで

産後うつを防ぐ上で大事な取り組みである

というふうに指摘しております。その産後

うつが深刻化すれば虐待とか育児放棄、最

近ではいろいろな問題事件もございますけ

れども、また自殺を招いたりするおそれが

あるために不調の兆しを早目に見つけて行

政の相談窓口に適切なケアにつなげるのが

一つの大きな狙いであるとふうに、新たな

その助成事業、国がやっている助成事業、

産後ケア事業というのはそういうことなん

で、これは全て各市町村が対象となってい

るという、そういう状況でございます。そ

の産後ケア、御存じのように助産師とか専

門家による母体・乳児のケアや育児相談な

どが受けられるサービスで、施設への宿泊

とか日帰り利用、自宅訪問型などの形態が

ございます。前回の質問でもこの件につい

て聞いたときに、前部長は産後ケアは現在

豊能町は行っておりません。ですから産婦

健診の費用もできませんという答弁だった

んですけども、じゃあその豊能町における

現在の産後ケア事業についての取り組みに

ついて伺いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 
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○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  産後うつ健診は、産後の心身の不調や抗

うつ状態を把握するということにより、産

後うつの予防や虐待防止の観点から重要と

されてございます。現在、産後の心身の不

調がある産婦については、入院中や退院後

に医療機関からの連絡、これらの連絡をい

ただきながら、そういうケースがある場合

は町の新生児訪問等で経過観察を行ってご

ざいます。町といたしましては、地域で育

むということを実践していくということを

さらに進めていきたいと考えてございまし

て、今後、産後ケアを含めまして妊娠、出

産、子育て、育児に関するさまざまな相談

等に総合的にワンストップで応じ、妊娠期

から子育て期にわたる切れ目のない包括的

な支援ができるような体制づくりに努めて

まいりたいと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  よろしくお願いいたします。 

  次に通告書３点目の、ひとり暮らし高齢

者が安心・安全に暮らせるまちづくりにつ

いて質問いたします。 

  昨年の９月定例会の一般質問におきまし

て、高齢化が進む本町においてひとり暮ら

し高齢者が安心・安全に暮らせることがで

きるように、緊急時に即座に対応すること

ができる鍵預かりサービスを提案しました

ところ、答弁の中では、町と社会福祉協議

会でこの必要性について協議をしていると

ころであり、ただ課題も多く、まだ協議の

段階であるというような答弁をいただいて

おります。それから結構日数がたっており

まして、私もその経過もまだ聞いておらな

かったんですが、現在のこの点についての

進捗状況について伺いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  高齢化が進む本町において孤立死を防ぐ

など高齢者が安心・安全に暮らせるよう安

否確認ができる体制づくりはますます重要

になると考えてございます。鍵預かりサー

ビス事業については、昨年度に引き続きそ

の必要性について社会福祉協議会とともに

協議を重ねているところでございまして、

社会福祉協議会も本事業の重要性を認識し

ていただいており、実現できるよう進めて

いるところでございます。ただ、本事業は

社会福祉協議会あるいは町単独でできるも

のではございません。実現するには、今、

議員もおっしゃいましたように、夜間など

の２４時間対応を考えると在宅介護支援セ

ンターのある特別養護老人ホームとの連携、

民生委員・児童委員協議会、それから地区

福祉委員会、さらに地域の方々の協力・理

解等が不可欠でございます。これらが一体

となって実現できるものと考えております。

また場合によりましては警察も含めて協議

が必要ではないかと考えているところでご

ざいます。したがいまして、関係機関、関

係団体の理解・協力が不可欠であることか

ら、連携を実現するには今後調整等でなお

相当の時間が要すると思いますが、早期に

実現できるよう先進地の事例も踏まえなが

ら努力を重ねてまいりたいと考えてござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  時間かかりますが進めているということ
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で確認させていただきます。これからやは

り独居老人ですね。ひとり暮らしの方がた

くさん出てくると思っております。平成２

２年の国勢調査、古いんですけれども、本

町における高齢者独居世帯は、当然６５歳

以上は５７０世帯、５７０人ですね。これ

からも当然増加の傾向であると思うんです

けれども、現在その緊急通報装置というの

があって、契約されている方ですね。貸与

事業ですが、５５件というふうに聞いてお

りました。そうしますと高齢者に対して約

１０％弱という、そういう状況なんですけ

ども、５７０人いらっしゃる方、これから

実際もっとふえていくんですけども、これ

からの、これからふえていくことについて

のサポート、今はその緊急通報装置があっ

てこれをまた進めていって契約をふやして

そういう体制をつくっていかれるのか、ま

た別の方法でそういうサポートを考えて、

もしいらっしゃったら伺いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  今、議員おっしゃいましたように、緊急

通報装置については５０名から６０名とい

うところで動いていると思います。それ以

外にも高齢者の見守り事業、それからひと

り暮らしの高齢者社会参加事業、それから

電話訪問事業、それから災害時要援護者支

援事業というようなことに取り組んでござ

います。まだまだ登録には数が少ないと行

政としても考えてございますので、引き続

きまして関係機関を通じましてその事業の

周知に取り組みながら拡充を図ってまいり

たいと思ってございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  よろしくお願いいたします。 

  次に通告書４点目の、マイナンバーカー

ドを活用した住民サービスについて質問い

たします。 

  これは先月も聞いたんですけれども、平

成２７年１０月から住民票を有する国民の

一人一人に１２けたのマイナンバーが通知

されておりまして、また本町におけるマイ

ナンバーの普及状況も前回お聞きしました

けれども、府平均約１０％に対して１２％

を超えているという、町民の関心は高いん

かなというふうに私は理解しております。

３月定例会では行政サービスの一環として

マイナンバーカードを活用した住民票等コ

ンビニ交付について提案しました。私も戸

籍謄本等要るために、本籍、今、天王寺な

んです。梅田まで行ってサービスセンター

で申請してもらってきました。大変時間と

お金がかかってやったんですけれども。コ

ンビニさんへ行ったらもうそういう機械が

あって、もうそういう項目というか、ピッ

と当てたらできるような感じの機械も実際

置かれております。当然環境整備、これは

当然必要なんですね、これは、するために

は。そういう点では今後そういうマイナン

バーカードを中心とした国の施策もござい

ますので、そういう点では必要かなという

ふうに提案させていただきました。今回は

そのマイナンバーカードを活用した、これ

は子育て世帯に対するサービスなんですけ

ども、母子健康情報サービスというのがあ

ります。これは一つの例ですけども、静岡

県の焼津市ですね。ここにおきましては、

住民登録がある妊娠中や子育て中の方が自

宅のパソコンとか自身のスマートフォンを

使用して利用できる母子健康情報サービス

というのを実際化しております。このサー
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ビスでは子どもさんが、赤ちゃんですね。

赤ちゃんが焼津市で実施した健診とか、ま

た相談での身長や体重の測定値や予防接種

の記録を閲覧するとかできたり、または忘

れがちな予防接種の接種予定が近づくとお

知らせすることができるという、そういう

機能がございます。妊娠期から育児日記を

書き込むことができるので、子どもの成長

記録となるというふうにこの焼津市ではや

っております。ほかのサービスとしまして

は、その健診結果・記録の閲覧とか予防接

種履歴の閲覧とか、あと予防接種予定日の

お知らせの配信をされたり、あとは育児日

記の書き込み等、いろいろなこういうサー

ビスがあるんですけれども、これは当然マ

イナンバーカードで登録された方が実際利

用できるという、これはマイナンバーカー

ドの登録が必要なんですけども、そのマイ

ナンバーカードの個人認証機能を使用して

赤ちゃんの情報を確実に保護者へ届けてる

という、そういう実績がございます。子育

て世代が住みやすいまちづくりの一環とし

てマイナンバーカードを活用したその母子

健康情報サービスというのは実際ございま

すので、環境整備、これからクラウド等の

環境整備が出ると思うんですけれども、そ

れから話になると思いますけれども、こう

いうところも今後は実際に考えていったら

どうかというふうに思いますがいかがでし

ょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  母子健康情報サービス、これらのことも

マイナンバーカードを活用して電子的に情

報発信、または保護者のほうから情報がと

りにいけるようにというようなシステムは

どうかというような御質問でございます。

これにかかりますマイナンバーカードに関

しましては必ず電算というものがついてま

いります。システム改修というのもついて

まいります。でございますので、コンビニ

交付もそうなんですけれども、コンビニ交

付一つをとりましても府内の市町村では、

市についてはもうやっているところが多ご

ざいますが町村ではできていないところが

ほとんどだと。これで一番ひっかかります

のはやはりどことも小さな自治体ですので

財政規模さらには費用対効果、これを踏ま

えますとなかなか踏み切れないということ

で、現に例えば私どものコンビニ交付、こ

れをベンダーに確認をさせていただきまし

たら、イニシャルとランニングで約6,５０

０万円、これ以外にもジェイリスへの負担

金年間１００万円というような多額が必要

になってくるというようなことで、なかな

かその一歩が踏み出せないというような状

況でございます。議員の御質問の母子健康

情報サービスについてもまだまだ勉強不足

でございますが、その辺の電算の費用それ

からマイナンバー制度のその仕組み等々を

勉強させていただいて、国が進める子育て

ワンストップサービス、これの動向も注視

しながら今後検討を進めていって、費用対

効果でできるかどうかも含めて検討させて

いただけたらと思ってございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  環境整備がまず大事だと思いますので、

この点についてはとりあえずどうかなとい

う感じでお話をさせていただきました。 

  次に通告書５点目のため池の管理につい

て質問いたします。 

  ６月の豪雨被害がございまして、福岡県
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では大変な被害出ておりました。特に決壊

したため池により甚大な被害がこうむって

おります。このため池について、豊能町も

どうかなというふうに私も感じまして、特

に大阪府においては防災重点ため池という

のが調べますと８３９カ所ありまして、そ

の中の詳細調査が必要なため池は３９２カ

所あります。その本町における防災重点た

め池と詳細調査が必要なため池の数につい

てはどれぐらいあるのか、これについてま

ず伺いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  豊能町の中にため池が幾つかありまして、

府下で防災重点ため池８３９カ所、このう

ち豊能町内にある防災重点ため池っていう

のは３カ所あります。３カ所のうち詳細調

査が必要なため池というのは２カ所でござ

いまして、その２カ所のうちの１カ所はも

う既に実施済みとなっています。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  ２カ所のうち１カ所は実施済みですね。

ではあとの１カ所は今後どうされるのか、

もしわかればお伺いしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  調査がされてない１カ所のため池につい

てでございますけれども、まずため池自身

が民の持ち物なので、調査するにしてもや

はり受益者負担金というものが必要になっ

てくるというふうに思っています。なので

その所有者とまだお話もできておりません

けれども、その方とコンタクトが必要だと

いうことが１点と、もう１点は調査が必要

なため池につきましては決壊したとしても

今のところ下流の民家に影響が余り大きく

ないというふうに言われておりますので、

それも含めまし今後検討する必要はあるだ

ろうというふうに考えています。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  ではしっかり検討した上でよろしくお願

いしたいと思います。 

  あと、このため池のどういう役目をする

かなんですが、雨水とか土砂を食いとめる

という役割を果たす一方で、決壊すれば命

とか暮らしを奪う存在になり得るというわ

けなんですけれども、近くにため池があっ

ても普通は実際それが不安だなという、私

もそうなんですけど、思っている人は少な

いと思うんです。それでそのため池を管理

をしているのはどこがしてるのか、この点

について伺いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  ため池を管理をしているところでござい

ますけれども、これはため池の水利を利用

する受益者というふうになっています。で

すので実際にその水を使って田んぼをやっ

ていらっしゃる方、こういった団体が管理

しているというところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  では町といたしましてはその受益者に対

して何か助言とかそういうことをされてい
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るのか、この点について伺います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  先ほど申し上げました３カ所の防災ため

池なんですけれども、これにつきましては

年に１回でございますけれどもこういった

ため池を対象に大阪府と豊能町とで合同で

点検を行いまして、その結果についてはた

め池の管理者に文書で通知しております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  わかりました。あと特に地震等に対する、

建物もそうですけども、こういう土木躯体

というか、よくわかりませんけれども、そ

ういう耐震に関する耐震診断と申しますか、

そういうことをされてるのかどうか、これ

について伺います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  町内の３カ所のうち１カ所のため池につ

きましては耐震診断は実施済みでございま

す。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  それでは３引く１で２が残るんですけれ

ど、この２カ所についてはどうなっており

ますか。お伺いしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  １カ所しておりましてあと２カ所につき

ましてどうかということなんですけれども、

実際、さっきも述べましたように耐震診断

するにしてもやはりそのため池の管理者の

受益者負担も必要ですし、その所有者です

ね。受益者ですね。そういった方と調整も

必要ですし、今のところ大きな被害を受け

ないというふうにされていますので今後の

課題というふうに思っています。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  農林水産省がハザードマップ、つまりた

め池の周辺の避難の場所とか避難状況、避

難経路などについてちゃんと地図をつくる

ように指示をしておりますけれども、ただ、

まだ重点ため池の中の半分くらいがつくっ

ていないという状況らしいんです。その本

町においてもこのハザードマップというの

は実際作成されているのか、また周知され

ているのか、この点について伺いたいと思

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほど答弁ありましたとおり、本町には

防災重点ため池三つございます。そのうち

一つ、吉川の上杉池でございますが、この

池につきましては平成２５年度にハザード

マップを作成済みでございまして、その作

成しましたハザードマップは地区に全戸配

布しまして周知をしております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  先ほども管野議員のほうから避難訓練と

かいろいろなお話がありましたんですが、
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このため池についても例えばそういう避難

訓練を想定されたことがございますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  この平成２５年度につくりましたハザー

ドマップをもとにしまして平成２６年度に

訓練を実施されております。その訓練には

地元だけではなくて大阪府並びに豊能町も

参加をいたしまして訓練をしておりまして、

それ以降も定期的に訓練を実施されている

という状況でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永谷幸弘議員。 

○３番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございます。これで一般質問

を終わります。ありがとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  次に、高橋充德議員を指名いたします。 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  ６番・公明党の高橋であります。議長に

指名いただきましたので一般質問をさせて

いただきます。本日最後の一般質問となり

ます。理事者の皆さんには非常にお疲れの

ところと思いますが、しっかりと答弁を願

いたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。会計管理者については非常に、質問

なくて非常にいつも申しわけなく思ってお

るんですが、目を開けていただいてしっか

りと聞いていただきたいと思っています。

目が覚めましたか。オーケー。 

  ということで、本日は３点、４点ですね。

４点、四つについて、本来なら三つだった

んですが、１個つけ加えました。四つにつ

いて、まず空き家バンクの取り組みについ

てと、あと高齢者の見守りについてと、福

祉関係ですね。健康福祉と、あとは駐車場

の管理についての４点、質問をさせていた

だきます。さっきも言いましたけれども、

お疲れのところと思いますが、どうか理事

者の皆さんには質問を真摯に受けとめてい

ただいて、非常に大事なことだと思います

ので、私としてはですね。しっかりと取り

組んでいただくようにお願いをして、質問

に入ります。 

  まず１点目でありますけれども、いつも

言っておるところの、私はいつも空き家バ

ンクっていつも言うんですが、空き家バン

クについて質問させていただきます。 

  この空き家を解消するということは人口

の減を食いとめるという施策につながるわ

けですけれども、長年訴え続けて７年にな

りました、空き家バンク。２２年の１２月

に議会に最初に言わさせていただいて、こ

の一般質問の席上で訴えさせてもらってき

ましたけれども、このときに空き家バンク

と同時に空き家の適正な管理ということで、

町内の住環境をよくするために空き家等の

適正な管理条例をつくってはどうでしょう

かという質問をさせてもらって訴えてきま

した。当時のお答えは、ここにおられる副

町長、乾総務部長でありましたけれども、

覚えておられますかね。忘れましたかね。

多分もう相当前ですからね。多分お忘れに

なったと思うんですが、このとき何てお答

えになったかというと、一定の先を見通し

てはそういう適正な管理条例というものは

必要かと思っていますが、今後、先進地の

条例の進みぐあいを勉強をしてどのような

対応ができるか考えていきたいと、こうい

うふうにおっしゃられたんですね。その後

どなたに引き継がれたかどうかわかりませ

んが、７年たちましたけれども、残念なが

らこの条例制定というのができなかった。

午前中の答えの中に条例という話があって

なかなか条例をつくっても管理できないよ
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という話をいっぱいいただきましたけれど

も、確かに難しい話がありますが、あとま

たこの関係が出てきますが、とりあえず今

回はそこで置いときますが、この空き家バ

ンクということについては何とかこぎつけ

て制定していただいて、ホームページ上に

載せていただいておりますけども、このテ

レビとかそういうふうな影響なんでしょう

かね。当時、一部の当時の世間の皆さんと

いうのはやっぱり広い土地つきの畑のつい

た古民家というのがかなり要望があったん

ですね。今でも古民家、土地のついた古民

家でどこかに移住しようというテレビの番

組が結構見受けられるんですが、そういう

うちの町についてはなかなか固定されたと

こしかないという状況なんですが、残念な

のはいまだにこの旧村のみの、ホームペー

ジを見ますと、登録なっておるんです。限

定しますというね。これじゃあなかなか町

には人が入ってこないなというところを危

惧しておるんですが、全国の空き家の登録

というか制度を見ますと、やはり国交省が

全国の空き家バンクを一元化してやろうと

いう趣旨で今出ておるんですけども、やは

り町独自、自治体独自ではもうできないな

というのが現状だろうということで国交省

が動いておるんですが、この国交省の動き

を見るとやっぱり空き家バンクについて、

古民家だけ、ある地域を限定してというん

ではなくて、やはりホームページ上の改定

をしてやっていかないかんのじゃないかと

思うんですが、こういう状況、全国が動い

ている状況を見てどういうふうな改善を促

してるのかというところだけちょっとお伺

いしたい。ホームページを変えたかどうか

ですね。こういうところをお聞かせ願いた

いと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  御指摘の空き家バンクは町営といいます

か、町独自の空き家バンク、これは以前か

ら今も御指摘あったとおり古民家に限って

やってまいりました。今現在は町内のＮＰ

Ｏと連携協定を結びまして、新興住宅地の

空き家も登録をしていただける空き家バン

クを町もともどもにやっているという状況

でございます。ただ、そのホームページに

つきましてはちょっと私、確認不足でござ

いまして、大変申しわけございませんが、

私は確かＮＰＯのホームページにリンクを

しておったような記憶がございまして、確

かに町のホームページをクリックすると古

民家だけしか出てこないのかもしれません

けども、ちょっとその辺は、済みません、

確認をしてみます。申しわけございません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  全国というか町外・町内、やはり見るの

は豊能町のホームページから空き家バンク、

空き家というところは入っていくわけです

よね。そうなってくるとまだ一部地域、寺

田、牧、余野、木代という地域の限定のみ

になってると。これはやっぱり寂しい話で

あります。さっき私、言ったように全国版

というのは出てきますから、全国にやっぱ

り見てもらうためには町のあいてる土地、

家、これを載せていかなきゃいかんと思う

んですね。今、私、があがあがあがあ言っ

てますけども、現状をやはり打破してもら

いたいからこのようなうるさいことを言っ

ておるんですが、ただ総務部の皆さんや町

の皆さんを困らせるために言ってるわけじ

ゃないんで、しっかりと受けとめていただ

きたいと思うんです。町長が以前からおっ

しゃったとおり、協働でというふうにおっ
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しゃってます。だから協働というんだった

ら我々町と議員が二元代表ですけれども、

意見を交わし合いながらしっかりと町の行

政について、町をどうしたらいいかという

のは話し合っていかなきゃいけないんじゃ

ないかと思ってますので、どうかよろしく

お願いをいたします。 

  あともう一個、先ほど空き家の適正な管

理条例という話をしたんですが、これがで

きておれば、今、旧村は別として、新しい

新興住宅地と、これに見受けられるのが空

き家が適正に管理されなくって保健衛生上

よくないもの、物がいっぱい散らかってい

る、木が生い茂って、もうこれは隣近所に

迷惑かかってるという状況が、町内歩いて

いくと結構見受けられるんですね。今まで、

前回、ことしの４月かな、もっと前か、豊

能町、箕面市の消防になる前については消

防に相談をして、こういう状況があるから

指導してくださいと、通知出してください

よということでかなり改善をしていただい

ておったんですが、今回から消防は箕面市

になっていなくなったということで、箕面

市消防に行きますと、うちちゃうよと、こ

ういう話だったので、これはどこでしょう

かいうたら建設環境部長のとこだよという

ことだったので、そのことについてしっか

りと申し送りできてるのかどうか。しっか

りと住民さんの御意見聞いて手を打ってる

かどうか。どうなってるのか。ここのとこ

正確にお答え願いたいと思ってます。よろ

しくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  箕面消防に移管する前は、消防のほうが

空き家について火災予防上問題があるとい

うことで通知をしていたというのは認識し

ております。ただ、建設環境部のほうにそ

の事務が移ったかというと、私自身まだそ

の認識がございませんで、ただ、空き家自

身の把握は、これにつきましては建設課の

ほうで把握はしているところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  部長しっかりと部下を掌握していただき

たいと思うんですが、消防で確認して、そ

うしたら建設課の坂田だったかな、彼が担

当でやってくれてます。前回もこういうこ

とあるよって言ったら即調べにいきますと

いうことで調べてもらったんですが、こう

いうような引き継ぎをしっかりとやってお

かないと住民に不安を与えるんですよね。

やはり町内が空き家いっぱいできて、余り

隣近所がそういう草ぼうぼうのとこだった

ら自分が売ろうとしても資産が下がるとい

う、それとか、隣ぼうぼうだったら人が入

ってこないという悪影響を与えるですよね。

だから適正に管理をするということを住民

さんにしっかりと植えつけてもらう。その

ためにはちょっと考えます言ったけど、副

町長、やはり条例というか、環境条例はあ

るんですよね。これはあるんです。あるけ

れども適正に家を個人の家、持ち物だけど

も、適正に管理をしてしっかりと住民の皆

さんに悪影響を与えないようにしなきゃい

けないという責任を持たすような個人、持

ってる本人に対してね。家族かもしれませ

ん。そういう人に対してしっかりと管理し

ていただけるような方策をつくっていかな

いと、もうしょっちゅう電話きて行かなあ

かん、電話きて行かなあかんとなってしま

うので、そうならないようにしっかりと管

理できるような方法をとっていただくよう

に要望しておきます。すぐ約束しても多分
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検討しますで終わってしまうので、要望し

てしっかりと町民のために、新しく人間を

入れるために、このことは施策をとってい

ただきたいと思ってますのでよろしくお願

いをいたします。 

  あと、こういう空き家の件についてはも

う一回ですね。空き家を解消するためには

売りたい人、買いたい人のニーズというの

をこれは調べなあかんわけですね。今、Ｎ

ＰＯ法人の空き家相談窓口ありますけども、

こういうところなんかが多分やってると思

うんですが、こういうような売りたい人、

買いたい人のニーズ調査っていうようなこ

とは希望調査したことあるのか、どれくら

いあるのかっていうことをちょっとお答え

願いたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ニーズ調査というようなものではござい

ませんけども、今現在の登録件数でござい

ますが、売りたいという方が５件、貸した

いという方が５件、合計１０件の登録でご

ざいます。一方で空き家バンクを利用した

いというユーザーの登録は９件というよう

な状況です。これまでその売り買い、貸し

借りの成約は１件、成約があったというよ

うな状況でございます。ニーズの把握とい

うことはできておりませんけども、今申し

上げた売り買いしたい方が１０件あってそ

れを利用したいという方が９件おられると

いうようなことでございますので、少なく

ともそれらの方々は御希望であるというこ

とでございますが、それ以上のことにつき

ましては、今、５月に固定資産税の納税通

知書にもこの御紹介のチラシも入れたとこ

ろで問い合わせ等もあるところですので、

これからふえてくるのかなというようなと

ころでございますけども、相談そのものに

ついてはもう１００件を超す相談がきてい

るということでございますので、これから

登録が双方ふえていくのかなというふうな

認識ではおります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

 あと３年ほど公費つぎ込んでの事業となっ

てますので、しっかりとこのものについて

取り組んでもらいたいと、取り組んでいか

なきゃいけないですね。どうか外に打って

出るような指導もしていっていただきたい

と思います。大事なこの豊能町の個人が持

ってる資産の運用ということでありますし、

町税の増収ということもありますから、し

っかりとこの問題について真摯に真剣に取

り組んでいっていただくように、これは要

望をしておきます。よろしくお願いします。 

  空き家バンクは全国で1,７４０市町村あ

るうちに約４割の６８５の自治体が登録制

度、空き家バンク登録やってくれてます。

私もいろいろと提案した者としてはいろい

ろと調査をしておるんですが、我が町のよ

うに、さっき言ったようにまだ改定されて

ない古民家だけの空き家バンク制度という

のはもうほとんどなかったですね。全部、

全般的に、もうえらいとこは地図まで、中

の見取り図まで出してるところもありまし

た。だからそれは業者がやるんだいうよう

なことは多分言うかもしれませんが、そう

でなくって、本当に家を求めてる人という

のはそこまで知りたい、情報を知りたいと

いうのが本音だろうと思うんですね。です

からそこのところもしっかりと改定できる

のであれば業者とタイアップしながら、契

約、そういうふうな内容も変えていくとい

う努力はこれからしていっていただきたい
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と思ってます。さっきも言いましたけれど

も、国の取り組みとして全国版空き家・空

き地バンクというのがことしの６月に国土

交通省の諮問機関の国土審議会というのが

これ全国版の空き家バンク国交省が始めま

した。各自治体ではもうしんどいだろうな

ということで、国自身が空き家バンク、全

国インターネットをつないでやるぞという

ことを始めています。始めました。もう始

まってます。そういうことで空き家バンク

情報を一元化するということは大事なこと

なんですね。今、市場の実態と業者が連携

して試験的に情報提供しますよということ

を、もう７月ですから、次でもう９月、８

月ですから過ぎてしまいましたけども、７

月から始まっています。このシステムとい

うのは大半がそれぞれの自治体が空き家バ

ンクの運営をそれぞれの自治体ごと独自で

運営しているために複数の町村にまたがっ

て検索するのが困難な上に、サイトの仕様

がそれぞれ異なっているということを踏ま

えて、地域内での情報提供のみでは地域の

人口減少がとめることができないんだろう

という、国が危惧をして始めたのが全国版

の空き家・空き地バンクなんです。やはり

この空き地・空き家全国版に乗りおくれな

いためには、やはり町のさっき言ったよう

に民間の分では空き家載せますというふう

におっしゃいましたけど、これでは載らな

いんですよね。全国版に載らないんです。

町のホームページ上から入って全国版に入

るわけですから、やはり町のほうもしっか

りと古いシステムはもう破棄してもらって、

町内全部受け付けますよということにして

もらわないといかんのですよね。さっき言

ったように本当に真摯に受けとめてやって

いかないと町は乗りおくれてしまいますの

で早くやっていただきたいと思ってます。

第一次の全国版の空き家・空き地バンクの

構築運営に関するモデル事業といいます。

今さっき言いましたけど、始まって６月の

９日でもう終わってしまったんですが、本

格的に始まる前に、町としてもこの空き家

バンクについてしっかりと整備していかな

いと国からはじき飛ばされてしまうという

こと、国から、要するに国の中の空き家バ

ンクに入っていけないという状況になって

しまうので、そうするとやはり住宅の流通

促進事業というのを本格化していくために

はやっぱりホームページを改修しなきゃい

かんということが出てくるんですね。しつ

こいと思うかもしれませんが、かなりしつ

こいこと言ってますよね。こういうことも

やっていかなあかんので早急にホームペー

ジを改修して国に載っていかれるようにし

てほしいと思うんですが、その点いかがで

しょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  御指摘の全国版空き家・空き地バンク、

これにつきましては全国共通のシステムを

構築すると、今、議員がおっしゃったとお

りのようでございます。そのシステムの仕

様とか参画の方法などの説明会が大阪では

来月、９月の５日に開かれるというふうに

聞いておりまして、本町も出席をする予定

というふうにしております。まだ、ですか

ら説明会がまだですので内容がはっきりわ

からない状況でございます。特に負担、財

政的な負担についてまだわからないという

ようなことで、今おっしゃったとおり全国

共通のシステムということですので、ホー

ムページの改変とかフォーマットの改正と

か、そういうものまで必要であれば当然費

用の発生も出てくるというようなことにな

りますので、それは国の負担なのかどうか
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なども説明会で明らかになれば検討してい

きたいというふうに思っております。今後

検討を始めるところということでございま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  ９月からということで、ちょっと私、早

目の情報でありましたね。しかし、しっか

りと今、整えておけば、考えておけば、９

月の説明会にもかなり中にしっかりと入っ

ていけるんじゃないかと思いますので、研

究をしていただきますようによろしくお願

いをします。 

  先日チャレンジショップに、私、行って

まいりました。いろいろと話をしてきたん

ですが、やはり留守番の方、奥さんがおら

れて、私何も知りません、わかりません、

ごめんなさい言うだけで、ちょっと困った

なという状況があったんですが、まだまだ

行政さんがという、行政にという、おんぶ

しておきたいなと、おんぶされておきたい

なという思いがしました。これではちょっ

とまだこの事業がなかなか進んでいくこと

がないなと思ってます。さっき売りたい人

が５件・５件で９件は登録ありましたけれ

ども、もっともっとチャレンジショップが

活躍できるようにやっていかなあかんので

はないかなと、おもてにもっと出ていって

いただければいいんですが、事業が、あそ

このチャレンジショップやっている方はい

っぱい持っているもんでなかなか進んでい

かないという現状なんですね。これをどう

打破していくかというのがあともう少し、

あと２年ですか、２年半ですか、しっかり

とこれ指導してこないと軌道に乗っていか

ないんじゃないか。あそこのおっしゃって

ましたけど、アルバイト来られてもお金出

せないんですいうて、やっぱりアルバイト

来たら日当を出さないかんでしょうけど、

こういう手当もないからやっぱり商売して

いかないとね。あそこもしっかり商売して

いかないと入金、お金入らないわけですか

ら、しっかりとこの入金、本当に自立でき

るように指導していただけるようにお願い

をしておきます。チャレンジショップの営

業というよりも川西市の不動産業者、川西

もすごいんです、これ。豊能町は川西から

豊能町の家を売ってあげましょう、いっぱ

い来るんです。こういうようなことがまだ

まだあるんで、やっぱり豊能町内での営業

というか、こういうのをしっかりと手を打

っていかないかんのじゃないかなと思うん

です。ＮＰＯ法人の空き家サポートセンタ

ーが行っている住まいと空き家の相談窓口

などより、もうちょっと今の空き家チャレ

ンジショップが劣っているように見えるん

ですね。ぜひとも頑張ってもらわないかん。

せっかくプロポーザルで募集してもらって

お願いしておるわけですから、このところ

をしっかりとサポートできてひとり立ちで

きるように指導をよろしくお願いをします。

町のホームページ上の「とよのに住もう」

というページに、うれしいことに不動産業

者の最新チラシ情報というのが載ってまし

た。豊能町のホームページにね。１業者の

みの更新で、あとの２業者については情報

がなかったんですが、残念ですけども、最

新の情報ということで１社がしっかりと、

２件か３件しか家の情報なかったんですけ

ど、ちゃんと「とよのに住もう」という、

豊能町のホームページですよ。見たことあ

ります、皆さん、あります。業者の方、理

事者の方、ちゃんと「とよのに住もう」と

いうとこで業者さんが、一般の業者さんが

豊能の中の住宅情報を出してるんですね。

こういうことも大いにもっともっとお願い

をして、新しい情報を入れて頂戴、リンク
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して出してくださいよという働きもやって

いかなあかんのじゃないかと思うんですね。

以前から私、言ってるように、民間業者と

の連携というのが、情報交換というのがや

っぱり非常に大事になってくるんですよね。

行政が民間の仕事に便宜を図るいうような

ことはまた話は違うと思うんです。この問

題についてはね。他市町村の取り組みを見

ても、行政、今んとこですよ、今ですよ、

この空き家問題についてですよ、行政側と

しっかりと、行政側が音頭を取って協定を

結んでやっているところがいっぱいあるん

です。豊能町はどうしても町内、短いちっ

さいとこですから、業者と、業者が３社あ

るんだけども、そこと便宜を図ることはっ

ていうことを考えるかもしれませんけども、

やはり民間の業者さんを大いに利用すると

いうことが大事になってくるんじゃないか

と思うんです。それがチャレンジショップ

が通してでもいいですし、そのような働き

かけも十分大事なことと思うんです。古い

考えを捨てて民の情報をいただいて一緒に

なって人口減を食いとめて、町税、町の増

税に進んでいく、このことがこの町を活性

化させていく最良の手段だと思っています。

不動産業者を含めて、民、例えば町内にあ

る空き家サポートセンター、これは会うと

ころ、別れたところですけどね。サポート

センターは豊中市、川西市とは既に提携を

結んで、豊中市のホームページにサポート

センター豊能空き家バンクやってますよ、

空き家相談窓口やってますよというのが出

てるんです。川西市も出てるんです。伊丹

も、今、宝塚にも入り込もうとしています。

こういうように大いに民を利用したらいい

と思うんです。ただ、今のところサポート

センターに公費が落ちてる関係で非常にや

やこしく難しく考えることもあろうかと思

いますけども、民の業者、要するに宅建の

業者とか、そういうとこも大いに話し合っ

て協力しながら町の活性化するためにはど

ういうようなことをやれば行政としてもい

いですか、手を組んでやりませんかという

こともぜひとも必要になってきますので、

こういうお考えがあるのか、これから先ど

ういうことをやっていこうとするのかとい

うことだけちょっとお答え願えればと思い

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  空き家サポートセンターも豊能町内のＮ

ＰＯでございます。ただ、残念なことにと

いいますか、昨年９月にプロポーザル方式

で空き家バンクなどの運営をする総合窓口

お任せしようというようなことでやったわ

けでございますが、そのプロポーザルのと

きにはその空き家サポートセンターはまだ

設立されていなかったというようなことで、

プロポーザルには参加をされていません。

選んだＮＰＯはふるさとおこし協議会とい

うＮＰＯを選んで、今、連携協定を結び補

助金も渡して運営をしていただいていると

いうようなことでございます。今後も町内

でのＮＰＯとの連携でございますけども、

補助金は交付はできないわけでございます

が、できることがあれば連携はしてまいり

たいし、後援等できることがあればそれも

やってまいりたいというふうに思います。

ただ、残念ながらふるさとおこし協議会と

連携をしております関係上、業務が重複す

るとかそういうことになればやはりそこは

連携が難しいのではないかなというような

感じは持っておりますけども、できること

はやってまいりたいというふうに思ってお

ります。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  答弁中に、静粛に願います。 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  利用できるものは協力してやろうという

意志あるところについては大いに相談に乗

ってもらう、利用するとかいうことも必要

だろうと思いますので、思い切ってそうい

うこともやっていただきたいと思ってます。

成功している、町の業者を使っての、ＮＰ

Ｏを使っての成功しているところの自治体

というのは結構ありますので、そういうと

こもよく見て、町が衰退しない取り組みを

よろしくお願いをいたします。空き家につ

いては以上で終わります。 

  次、多分生活福祉部長になると思います

が、高齢者の見守り事業について。町の当

初の取り組みであった牛乳の配達をして、

取り込んでいなければ通報するというのが

一番当初の始まりだったと思うんです、見

守り事業でね。今の現状は、このような、

牛乳配達で置いてなかったら、飲んで、危

ないないうようなとこ、取り組み、現状で

残ってるのかどうか。それ今の現状どのよ

うになってるのか、ここのところお答え願

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  高齢者の見守り事業でございますが、議

員おっしゃいますとおり、牛乳の配達によ

り見守りをしていくというような事業でご

ざいまして、２８年度は６８名の登録がご

ざいます。今年度に入りましても数回、牛

乳が残っているというようなことを牛乳配

達の業者から連絡をいただきまして、私ど

も包括なりが見にいかさせていただきまし

たが、全て取り忘れによるものということ

で大事には至らなかったということでござ

いますので、事業は続けてございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  まだそれで確認できるのであればしっか

りと確認をして、続けて確認をしてもらい

たいんですが、状況的にもやっぱり変わっ

てきます。いつまでも牛乳がいいのか、ほ

かにも方法あるのかっていうこともやはり

ぜひ考えていかなきゃいけない時期にもな

ってきます。牛乳飲まない人も多分出てく

るでしょうから、そうなった場合にその方

のフォローはどうするかという問題も出て

きますので、再検討をお願いしておきます。 

  ２４年の１２月と２４年３月に高齢者な

どの弱者の孤立死の防止対策としてどうや

ったらいいんだということ、取り組みにつ

いてしつこく私も言わさせてもらったんで

すが、当時、非常におもしろい提案したん

です。おせっかいとも思えるような、底び

き網方式で高齢者の見守り事業を進めたら

どうかという、こういう事業を勧めたんで

すが、なかなかおせっかいで他人のそこま

でできへんいって当時の部長さんおっしゃ

ったんでそれ以上進んでないんですが、や

はりおせっかいとも思えるところの、やっ

てもらわんでもええいうところの、多分、

おせっかい底びき網ですからね。全部救う

んですね。高齢者の方、それとか障害の方、

持ってる方のね。そういうふうなシステム

をつくってはどうかいうことで提案させて

もらったんですけど、当初そういうことは

ちょっと考えてませんという話でできなか

ったんですけども、やはりこの高齢者の安

否確認条例というか、条例って、さっき言

ったように非常に難しいんですよね。しば

りつけるのは難しいんだけども、本当に高



 

 2－63 

齢者の方が助かるんであればこういうこと

も考えてみてもいいんじゃないかなという

ことで思います。高齢者の見守りネットワ

ーク事業、これはやっていただきました。

今の登録業者というのはうれしいことに１

８の事業者が登録をしてくれてます。そし

て活動をしてもらってますが、この業者の

方々から異常がありましたよと、安全です

よという、こういうような報告は受けてる

のかないのか、何件ぐらいあったのか、も

し調査してるのであればお答え願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  平成２５年度から実施をしております高

齢者見守りネットワーク事業につきまして

でございますが、現在１８事業者の登録を

いただいておりまして、高齢者が住みなれ

た地域で安心して自立した生活が営まれる

ように見守りの協力をいただいております。

これまでの実績といいますか、２７年度に

おきましては通報が３件ございました。そ

の報告後、介護保険の利用状況等を調べな

がら、ヘルパーさんやケアマネジャーさん

と連絡をいたしまして確認をいたしました

ところでございます。２８年度以降につい

ては今のところ事業者からの通報はないと

いうような状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  ２７年３件ですかね。これもやっぱりあ

ったということは非常によかったなと思う

んですね。２８年、２９年、もう２９年も

そろそろ終わり近くなってんですが、ない

ことをやはり祈るわけですけども、こうい

った見守り活動っていうのも重要なことだ

ろうと思います。豊能町はこのように見守

り事業としては災害時の安否確認というの

もある。災害時のね。これは登録制ですけ

ど。自分やってくださいという登録になっ

てますが、全国的にも、特異に、大阪府内

で、うちとは別にこういうことをやってい

るよというような事例あったら教えていた

だきたいと思います。なかったら結構です

よ。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  先ほどの答弁の中にも申し上げましたよ

うに、災害時の要支援の事業だとかそれか

ら高齢者見守り事業、それから緊急通報装

置、それからひとり暮らし高齢者社会参加

事業、それから電話訪問等させていただい

ておりますが、また新しくといいますか、

鍵の預かりについても前向きに検討させて

いただいておる状況でございますが、特異

な事例ということになりますと今はそれ以

外には持ち合わせてございません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  時間が迫ってきました。 

  豊能町のこの見守りネットワークをつく

って頂戴というふうに言ったときに、私、

日本郵便も入れて頂戴とお願いした。覚え

てますかね。当時の部長は２代前の上林さ

んだったか。そうなんです。調整しますと

いう返事切りその答えが全然返ってこなか

った。調整どうなったんかいなと思って心

配だったんですけども、現在もされてない

んで残念なんですが、でもできないからっ
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て残念がっておれないんです。さっき言っ

たように１８の業者さんがしっかりやって

くださってる。これは大変感謝しなきゃい

けないと思います。郵便というのは町内く

まなく朝昼晩、これも夜もかなり回ってま

すけども、各家庭を回ってます。これが郵

便の特色なんですね。郵便の配達員さん、

前回郵便員さんに聞いたら、言われたら私、

やってあげまっせいう配達員がおりました。

親切な方だったんですけどね。この日本郵

便と提携を結んで見守り活動を実施してい

る自治体というのは、府県でいったら１７

府県、１７都道府県があるんです。近畿で

いえば協定結んでいるのは和歌山県と滋賀

県の２県のみ。県ではですよ。それが２県

が郵便局と協定結んで見守り事業を行って

くれてます。大阪市内見てみますと、大阪

市内、これは大阪府が郵便局と提携してる

わけじゃないんです。大阪市のそれぞれの

区が独自で行ってるんですけど、日本郵便

と地域見守り活動の連携協定というのを結

んでいます。大阪市内で１４の市町村があ

りました。この付近の町村でいえばどこか

といえば忠岡町、河南町、千早赤阪村、こ

の３カ所が日本郵便と独自に提携結んで見

守り活動を行ってくれてます。できんこと

ないんですね。日本郵便ですから、うちの

ほうは堂島かな、ここに日本郵便の近畿支

社があるんです。そこに協定すれば多分オ

ーケーとってくれるはずです。日本郵便の

中に一緒に入れるという働きもぜひやって

いただきたいんです。この前、新潟市もや

っぱりそれぞれ福祉関係の方と郵便局で提

携結んで、協定結んで、協定書もつくって

見守り活動を行っているという、かなりの

たくさんの市町村がある。大阪市内でも１

４あるわけですからね。できんことはない

と思いますので、日本郵便との提携につい

てもぜひとも考えていただきたいと思うん

ですが、この点いかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  日本郵便との協定についてでございます

が、以前に協定をするべく調整を図ってま

いりましたが、残念ながら協定までに至っ

ていない状況でございます。今後は本町の

独自事業でございます高齢者見守りネット

ワーク事業、今、議員がおっしゃいました

ように１８業者が、今、連携をしていただ

いております。その中にぜひ町内の郵便局

としてお願いをしたいと考えております。

大事なことだと考えてございますので、そ

の実現に向け取り組んでまいりたいと思っ

ております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  ぜひとも進めていっていただくようにお

願いをしておきます。 

  あと、ピロリ菌についてはしょっちゅう

言ったら、せえへん、せえへん言うて難し

いんだけど、中学生に対してピロリ菌の除

菌検査、これも取り組むようにお願いをし

ておきます。時間の関係上これはちょっと

省きますけども。 

  がん教育については前回の教育長のとき

も言ったんですが、今回、２４時間テレビ

で幼い子どもに対して母親が自分はがんな

んだということを教えるのに相当苦労され

て教えてたというのがあるんです。反対に

子どももがんありますから、白血病とかあ

る。そういうことのがん教育についてはし

っかりと取り組んで頂戴と、カリキュラム

に入れてやって頂戴というふうに、前回も



 

 2－65 

前の教育長にお願いしておきました。です

からしっかりとこのことも、以前にやって

ますという話ありましたけれども、取り組

んでいただくようにお願いをしておきます。 

  あと、小児がんのハンドブック、小児が

ん検診ハンドブックというのが東京都議会

の提案でこれは５月に、４月ごろかな、４

月に提案して７月にもうできたんです。す

ごい早急に小児がんハンドブックというの

は都議会でつくられて東京都の保健福祉部

が掌握をしてつくりました。これはなぜつ

くったかというと、大阪府内、大阪市内も

小児がんの病院というのは少ないんですよ

ね。扱ってるところというのは。吹田とか

主なところは結構あるんですけれども、大

人のがんに比べて非常に進行が早い、小児

がんというのはね。正確な診断が必要にな

ってくるんです。しかしこの、早く見つけ

ると７割の方が子どもの命を救うことがで

きると言われておるんです。この診断に当

たって、普通、診断受けるのは町内であれ

ばこの小さい町内、ちょっとおかしいんで

すということで個人病院に行きますね。わ

ざわざ吹田の小児がんの検診する子どもの

病院には多分行かんと思います。第１回目

は。第１回目に行ったときの診断の見方が

正確であれば早く助かる。次にどこどこ病

院行きなさいという指示ができる、こうい

うようなハンドブックが、今回、東京都の

推進でできました。その分を早く全国的に、

東京都は言っておるんです。全国で使って

頂戴よと、こうおっしゃってくれてるんで

す。やはりこの分を、町自身ではなかなか

東京都に対して言うのは難しいでしょうか

ら、まずは大阪府の保健局、ここに言って

いただいて早く取り組んでいただくように

お願いしたいと思うんです。この配布がで

きるように、東京都のこれは特許ですから

東京都に申請して許可もらわないと発行で

きないものであるんですが、この６月１５

日、ことしのね。厚生労働省健康局のがん

疾病対策課というのがあって、コウノさん。

部長じゃありませんよ。コウノさんとマル

ノさんが担当なんです、厚生労働省の。厚

生労働局のがん疾病対策課、コウノ・マル

ノという方が担当でやってます。この文書

が各都道府県の衛生主管宛に出されてます。

だから大阪府の衛生主管宛にこの文章が６

月１５日に届いております。町としてはや

っぱりさっき言ったように府抜きではなか

なか申請できないでしょうから、町の状況

をしっかりと府に説明をして、この取り組

みを早くうちの町の小さな個人病院に配布

できて、子どもに対しての病気に対してこ

うなんですよということを説明をして、こ

の対策、取り組みをやっていただきたいと

思います。大阪府にしっかりと、早目にこ

んなんあるんだけど町もうちやってほしい

から、府、動いて頂戴よという働きをぜひ

進めていただきたいと思うんです。その決

意のほど、部長よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  議員おっしゃいましたように、東京都の

ハンドブックについては東京都が作成をい

たしまして、かかりつけ医などが、医師が

気になる症状を発見した場合に専門医療機

関へスムーズにつながるように、早期発見、

早期治療、これが目的でつくられたものと

聞いてございます。一方、大阪府では、そ

れも今、議員がおっしゃいましたように、

今まだ作成はしてございません。今後も作

成する予定は今ないということで聞いてお

りますが、こうしましたハンドブックにつ

いては市町村単独ではなかなかつくれない
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ということも、今るるおっしゃいましたと

おりだと考えてございます。このハンドブ

ックにつきましてその必要性があれば府内

の町村と連携をさせていただいて、町村長

会などを通じて要望してまいりたいと考え

てございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  要望、府が考えてないんだったら、早う

つくれとせっつくように、子どもの命です

からほっとくわけにいかんでしょう。たら

い回しにされたら、症状わからなくてたら

い回しにされたらもうその子はどこへいっ

ていいかわからない。次から次と行く間に

進行していくという状況もあり得るかも、

可能性がありますのでね。やはりもし府が

動かんのだったら私のとこ勝手に動きまっ

せ、東京に言いますいうて、こういうよう

なことも必要じゃないかと思うんです。そ

こまでの決意をしていただきたい思うんで

す。なかなか答え返ってきそうもないけど

お願いしますよ。しっかりとやっていただ

きたいと思うんです。 

  がんについてはあともう一個、最後に言

いますけど、ちょっと駐輪場について、時

間ないんで言いますが、今、町内には月決

めではあるとこもありますが、第一総合駐

車場、第二総合駐車場という町が管理して

る駐車場あるんですが、その管理の運営に

ついて管理体制どうなってるのかいうこと

だけちょっと確認したいと思います。よろ

しくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  総合駐車場につきましては吉川支所が管

理しておりますので、私のほうから答弁さ

せていただきます。 

  今現在、第一・第二と二つございますけ

れども、現在は門扉の開閉についてはアタ

カメンテナンスという会社に委託をしてお

りまして、朝の８時から午後の１０時まで

開閉するということになっております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  そこで住民さんからちょっと御意見ある

んです。というのも夏、お盆に帰省してく

る子どもたち、正月に帰ってくる孫、子ど

も、この子たちが路上駐車するわけにいか

んので何とか期限限定して夜でも出入りで

きるようにしてもらえんかなという要望が

結構あったんです。例えばこの方について、

要するに申請でいいと思うんです。申請し

てもらって、申請してもらうためには通知

せなあかんから、ホームページでもいいし

そういうような御家庭に何とかする方法で

通知してもらって、いついつまでは、いつ

からいつまでは総合第一・第二駐車場は使

えますよと。これは限定ですよ。許可証を

与えて、許可証をあげて、この方はとめて

もいいですという許可証を与えて、そして

とめるという方向性、１カ月もじゃなくて

１日・２日でいいと思うんです。こういう

ようなことをできるのかどうか、検討して

もらえるのかどうか、ちょっとここのとこ

ろ御返答願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  昨年度の年末年始はフルオープンにいた

しまして、とめていただいたという経緯が

ございます。それは年末年始公共施設が閉
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館になっておりますので、そういう帰省の

方に御利用いただこうという要望もござい

まして、そういうふうにさせていただきま

した。ところが夏のお盆のときは各施設が

あいておりますので、やはり今のところは

時間どおり今のところは閉めさせていただ

きたいというふうには思っているところで

ございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  夏、正月はさっき言ったように休みでし

ょうけど、夏もそんな、さっき言ったよう

に許可証を与えて、要するに許可制度にし

て、その分限定して何日だけ、何日だけと

限定すれば、そんなに年末年始の１週間・

１０日じゃなくていいと思うんです。こう

いうこともぜひ検討してもらいたいと思う

んです。どうでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  夜の１０時半から朝の８時までに必ず出

ていっていただけるという確信があるんで

あればいいんですけれども、申請やらして

一々チェックしてというのはなかなか難し

いだろうと。ただ、それがどけてもらえな

かったらやはり利用者から苦情がくるとい

うことになりますので、今のところはそう

いうふうに考えておらないところでござい

ます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  ちょっと難しい問題と思うんですが、や

はりこれから先、帰省してくる人間、うま

く町に対していい印象を与えれば、ひょっ

として戻ってくるかもしれないと、こうい

うふうなことも考えられますので、ぜひと

も考えてもらいたいと思うんです。やっぱ

りさっき言ったように許可制で何時から何

時までそういうような条件つきでというこ

とであれば可能だと思うのでよろしくお願

いをしたいと思います。 

  もうあと１分。時間になって。がん特区

について入れようと思ったんです。豊能町

のあそこの戸知山を使って病院施設、国に

対して働きかけをすると。要するに豊能町

の戸知山を無償で貸すからその病院施設を

研究施設をどうか誘致しますから来てくだ

さいよというような働きかけもこれから大

事になってくるんじゃないかなと思うんで

す。また府抜きでという話あるかもしれま

せんが、ぜひとも戸知山を大いに活用する。

本当に大事な財産でありますし、そうする

とがんで入院したら病院できれば３カ月で

退院させるようなことなく、子どもであれ

ば一緒に生活してあげる。もう本当に病院

に入って嘆かわしい、今、急性病院ありま

すけども、終末ケアのね。そういうような

のにより近いような病院を設置してはどう

ですかという働きも国に対してやったらい

かがかなと思います。思いがします。その

ことについて御答弁、返事はというのは、

多分きょう今すぐは無理でしょう。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  私のほうからは戸知山の活用ということ

ではなしに、がん特区ということで回答さ

せていただきます。 

  確かにがん末期の方々の退院についても

少しずつふえているという感じがするとい

うことで、現場のほうからは聞いてござい
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ますが、本町の場合、自宅で最期まで暮ら

したいという気持ちの方、また自宅での生

活を基本にしながら入退院を繰り返される

というケースもございますが、いずれにい

たしましても自宅での最後を御希望なさる

方が多ございます。がんに特区する施設誘

致、これについては今のところ本町といた

しましては考えてございませんでして、末

期になられましても自宅で暮らしたいとい

うお気持ちの方々、この方々が最後まで住

みなれた御自宅で家族の方々と一緒に暮ら

せるように、医療と介護の連携、必要なサ

ービス料の確保を進めていきたいと考えて

ございますので、今のところ大々的な施設

誘致については考えてございません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で公明党の一般質問を終わります。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  次回はあす８月３０日午前９時３０分よ

り会議を開きます。 

  本日はどうもお疲れさんでした。 

 

散会 午後３時４０分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 
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      豊能町議会 議 長 

 

            副議長 

 

      署 名 議 員 １１番 
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